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中
高
年
登
山
対
策
全
国
大
会

ど
う
し
た
ら
解
決
で
き
る
か
？
　
を

深
く
掘
り
下
げ
討
議

つ
い
て
、
そ
の
本
格
的
対
応
に
迫
ら
れ
て
い

た
。こ

の
た
め
、
支
部
事
務
局
担
当
者
会
議
が

開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
中
高
年
登
山
を
否

定
す
る
の
で
は
な
く
、
如
何
に
そ
の
人
達
が

安
全
に
登
山
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
か
、

と
い
う
見
地
か
ら
、
事
務
局
担
当
者
、
各
支

部
、
各
委
員
会
、
三
水
会
の
山
行
企
画

◆
実

施
者
が
、
こ
の
中
高
年
登
山
者
の
安
全
対
策

に
つ
い
て
の
事
例
な
ど
を
持
ち
寄
り
、
専
門

家
講
師
を
交
え
て
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る

中
高
年
登
山
者
の
抱
え
る
危
険
を
、
「ど
う
し

た
ら
解
決
で
き
る
か
？
」を
深
く
掘
り
下
げ
、

討
議
す
る
目
的
で
、
Ｓ

ｏ
Ｓ

ｏ
Ｆ

・
ス
ポ
ー

ツ
エ
イ
ド
の
助
成
を
受
け
、
併
せ
開
か
れ
た

も
の
。

大
会
に
は
事
務
局
担
当
者
、
各
支
部
、
各

委
員
会
、
三
水
会
か
ら
約
八
十
名
が
出
席
、

中
川
武
支
部
担
当
総
務
委
員
が
司
会
を
務

め
、
小
倉
茂
暉
総
務
担
当
常
務
理
事
の
開
会

の
辞
の
あ
と
、
挨
拶

に
立

っ
た
山
田
二
郎

会
長
は
、
「最
近
、

中
高
年
齢
層
の
入
会

者
が
多
い
。
シ
シ
ャ

パ

ン

マ
、
チ

ョ

・

オ
ュ
ー
登
山
な
ど
熟

年
パ
ワ
ー
も
健
在
だ

が
、
未
経
験
の
中
高

年
者
が
山
に
登
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら

の
人
び
と
に
対
し
、教
育

・
指
導
を
通
じ
て
、

正
し
い
登
山
の
啓
蒙
、
健
全
化
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
、
こ
の
大
会
で
は
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
討
議
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
述
べ
た
。

続
い
て
の
講
演
は
、
次
の
三
氏
か
ら
行
わ

れ
た
。

●
浦
井
孝
夫
文
部
省
登
山
研
修
所
長

高
齢
化
社
会
に
加
え
て
、
生
活
の
ゆ
と
り

な
ど
か
ら
、
六
十
１
七
十
代
の
ス
ポ
ー
ツ
人

口
が
増
え
て
い
る
。
登
山
も
こ
の
分
に
も
れ

ず
、
そ
の
た
め
経
験
の
乏
し
い
中
高
年
者
の

事
故
が
増
え
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
対
策
が

急
務
と
考
え
る
。

文
部
省
と
し
て
は
昨
年
九
月
、
『中
高
年

の
楽
し
い
登
山
』を
刊
行
、今
年
度
は
岩
手
、

岐
阜
、
高
知
の
三
県
で
、
中
高
年
安
全
登
山

講
習
会
を
開
催
す
る
。
対
象
は
①
教
育
委
員

会
職
員
②
日
本
山
岳
会
、
日
本
山
岳
協
会
な

ど
の
指
導
者
③
地
域

・
職
域
グ
ル
ー
プ
の
代

(大 会 風 景)

「サガルマータ冬期南西壁ならず」
山研改築委員会報告『山研と資料室』

「中
高
年
登
山
対
策
全
国
大
会
」
が
二
月

二
十
二
日
、
東
京

・
水
道
橋
の
東
京
グ
リ
ー

ン
ホ
テ
ル
水
道
橋
で
開
か
れ
た
。

文
部
省
発
行
の

『楽
し
い
登
山
』
に
よ
る

と
、
警
察
庁
統
計
に
よ
る
最
近
五
年
間
に
お

け
る
、
四
十
歳
以
上
の
中
高
年
者
山
岳
遭
難

者
数
の
推
移
は
、
昭
和
六
十
年
の
二
七
八
名

（う
ち
死
者

ｏ
行
方
不
明
者
五
六
名
）
か
ら
、

平
成
元
年
に
は
四

一
六
名

（同

一
三
二
名
）

と
急
増
、
な
か
で
も
死
者

・
行
方
不
明
者
数

が
、
五
年
間
で
三
倍
以
上
に
達
し
て
い
る
こ

と
は
、
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

日
本
山
岳
会
で
も
、
会
員
の
高
齢
化
傾
向

は
否
め
ず
、
中
高
年
登
山
者
の
安
全
対
策
に
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表
者
で
、
こ
の
講
習
会
を
通
じ
て
末
端
へ
の

波
及
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

中
高
年
登
山
者
の
実
態
を
み
る
と
、
い
わ

ゆ
る
初
心
者
に
問
題
が
多
く
、
事
故
原
因
も

観
光
気
分
で
入
山
す
る
、
計
画
の
ず
さ
ん
さ

が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
対
策
は
、
日
本

山
岳
会
、
日
本
山
岳
協
会
な
ど
と
、
行
政
が

一
体
と
な
っ
て
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た

現
在
あ
る
中
高
年
の
未
組
織
登
山
グ
ル
ー
プ

の
把
握
や
、
組
織
グ
ル
ー
プ
づ
く
り
を
推
進

す
る
こ
と
も
必
要
だ
。

●
小
倉
董
子
朝
日
カ
ル
チ
ュ
ア
ー
セ
ン
タ
ー

「女
性
の
た
め
の
山
歩
き
教
室
」
講
師

山
歩
き
教
室
の
参
加
者
は
、
ま
ず
早
く
山

に
登
り
た
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
の
が

一

般
的
。
し
か
し
講
座
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、

装
備
、健
康
管
理
、地
図
の
読
み
方
、
気
象
、

動
植
物
の
観
察
に
至
る
ま
で
習
得
さ
せ
、
山

に
入

っ
て
も
、
歩
き
方
、
休
み
方
、
水
の
飲

み
方
、
バ
テ
な
い
方
法
を
実
際
に
会
得
し
て

も
ら
う
こ
と
に
務
め
て
い
る
。

と
か
く
中
高
年
者
は
自
己
中
心
主
義
で
、

他
人
の
面
倒
は
み
た
く
な
い
。
こ
の
考
え
を

正
す
た
め
、
仲
間
と
の
山
登
り
、
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
体
験
を
積
ん
で
も
ら
う
。
こ
の
結

果
、前
日
に
地
図

・
気
象
を
読
み
、
メ
ン
バ
ー

の
こ
と
も
考
え
る
自
覚
が
生
ま
れ
る
と
同
時

に
、
山
の
こ
わ
さ
も
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
か
く
男
性
は
女
性
を
甘
や
か
す
が
、
こ

れ
で
は
女
性
の
自
立
は
な
い
。
時
と
場
合
に

よ
っ
て
は
厳
し
く
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。

サ
ガ
ル
マ
ー
タ
冬
期
南
西
壁
な
ら
ず

「
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
自
然
を
守
る
テ
イ
ク
イ
ン
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
の

実
行
」
と
、
計
画
書
の
第

一
ペ
ー
ジ
に
書
か
れ
て
い
る
。

次
い
で
そ
の
趣
旨
と
し
て

「
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ

（ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
ｏ
ア

ド
ベ
ン
チ
ャ
ｌ

ｏ
ト
ラ
ス
ト
）
の
精
神
と
活
動
に
賛
同
し
、
余
分

な
物
は
持
ち
込
ま
ず
、
本
登
山
隊
が
物
は
可
能
な
限
り
持
ち
帰

り
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
周
辺
に
あ
る
過
去
の
登
山
隊
の
ゴ
ミ
を
清

掃
し
ま
す
」
と
あ
る
。

九

一
年
十
二
月
か
ら
九
二
年
二
月
に
か
け
て
群
馬
岳
連
が
実
行

し
た
冬
期
サ
ガ
ル
マ
ー
タ

（
エ
ベ
レ
ス
ト
）
南
西
壁
登
山
。
登
攀

だ
け
で
な
く
、
ス
タ
ー
ト
当
初
か
ら
環
境
問
題
を
意
識
し
て
の
試

み
が
注
目
さ
れ
て
い
た
。

寒
さ
と
風
が
厳
し
い
の
が
冬
の
特
徴
だ
か
ら
、
初
め
か
ら
酸
素

ボ
ン
ベ
を
使
う
登
山
だ
っ
た
。

し
か
し
、
冬
の
風
が
、
こ
れ
ほ
ど
強
く
、
途
切
れ
る
こ
と
な
く

吹
き
続
け
る
と
は
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。

十

一
月
二
十
日
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
か
ら
荷
上
げ
開
始
。
十
二

月
二
日
に
は
南
西
壁
下
六
千
五
百
口川
地
点
に
Ｃ
Ⅱ
を
建
設
、
直
ち

に
上
部
ル
ー
ト
エ
作
を
開
始
し
た
。

速
攻
が
、
八
木
原
囲
明
隊
長
、
尾
形
好
雄
副
隊
長
ら
の
作
戦

だ
っ
た
。六
千
九
百
口川
に
Ｃ
Ⅲ
、七
千
六
百
口川
に
Ｃ
Ⅳ
を

ハ
イ
ピ
ッ

チ
で
建
設
、
十
六
日
に
は
八
千
三
百
五
十
陣川
地
点
に
達
し
た
。

困
難
は
こ
の
後
に
始
ま
っ
た
。

「短
期
決
戦
」
の
筈
が
、
連
日
風
が
吹
き
ま
く

っ
て
行
動
が
と

れ
な
く
な
っ
た
の
だ
。

「風
と
落
石
と
寒
さ
。
こ
の
三
つ
の
対
策
を
考
え
て
い
た

ん

で

す
が
、
落
石
な
ど
よ
り
と
に
か
く
風
が
問
題
だ
っ
た
。
夜
中
で
も

何
で
も
や
む
瞬
間
が
な
い
」
と
八
木
原
隊
長
。

テ
ン
ト
の
ポ
ー
ル
と
し
て
準
備
し
た
フ
レ
ー
ム
が
風
に
あ
お
ら

れ
設
営
で
き
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

登
攀
ル
ー
ト
は
、　
一
九
七
五
年
に
南
西
壁
を
登

っ
た
ク
リ
ス
ｏ

ボ
ニ
ン
ト
ン
隊
の
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
だ

っ
た
か
ら
登
れ
な
い
所
で

は
な
い
。

Ｃ
Ｖ
を
、
八
二
五
〇
ド川
の
最
高
到
達
高
度
に
構
え
、　
一
気
に
頂

上
を
狙
っ
た
が
、
風
は
収
ま
ら
ず
待
ち
に
待

っ
た
あ
げ
く
、
結
局

時
間
切
れ
で
撤
退
し
た
。

最
上
部
の
テ
ン
ト
は
、
再
度
攻
撃
す
る
つ
も
り
で
撤
収
で
き
な

か
っ
た
が
、
使

っ
た
酸
素
ボ
ン
ベ
は
、
ほ
と
ん
ど
下
ろ
し
た
。

冬
期
南
西
初
登
頂
は
成
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
テ
イ
ク
ア
ウ
ト

精
神
は
立
派
で
あ
る
。
「無
論
山
を
き
れ
い
に
、
と
い
う
気
持
ち

は
あ
り
ま
し
た
が
、
同
時
に
ボ
ン
ベ
は
充
墳
で
き
る
も
の
で
も

っ

た
い
な
い
と
い
う
、
経
済
的
な
理
由
も
あ
り
ま
す
よ
」
と
、
隊
長

は
言

っ
て
い
る
が
。

と
こ
ろ
で
、
群
馬
岳
連
に
は
、
サ
ガ
ル
マ
ー
タ
登
頂
者
が
五

人
、
延
べ
八
人
い
る
。
今
回
も
二
人
が
参
加
し
た
。
こ
れ
だ
け
の

隊
を
編
成
で
き
る
県
は
あ
ま
り
な
い
、
と
思
わ
れ
る
が
、　
一
方
で

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
か
ら
帰
ら
な
か
っ
た
山
田
昇
の
よ
う
に
、
優
秀
な

登
山
家
を
失

っ
て
も
い
る
。

「今
回
の
隊
に
も
い
ま
す
が
次
代
を
育
て
る
た
め
に
、
私
は
い

つ
も
何
人
か
は
初
心
者
を
連
れ
て
い
く
。
必
ず
次
の
登
山
で
い
い

仲
間
に
な
れ
る
と
思
う
の
で
」

そ
う
い
う
八
木
原
自
身
は
、
八
五
年
秋
、
サ
ガ
ル
マ
ー
タ
の
頂

上
に
立

っ
て
い
る
。
当
時
ち
ょ
う
ど
延
三
百
人
の
登
頂
者
が
誕
生

し
た
の
だ
が
、
七
年
後
の
今
は
、
目
下
三
百
九
十

一
人
、
も
う
す

ぐ
延
四
百
人
を
越
す
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
（江
本
嘉
伸
）

幽

山.海外の

(2)
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人
間
は
頑
固
、
意
固
地
の
性
格
を
持

っ
て

い
る
が
、
中
高
年
に
な
る
と
そ
れ
が
激
し
く

な
る
。
例
え
ベ
テ
ラ
ン
と
い
わ
れ
る
人
で

あ
っ
て
も
、
過
去
の
栄
光
を
忘
れ
、
現
在
の

体
力
に
あ
っ
た
山
登
り
を
す
べ
き
で
あ
る
。

●
大
森
薫
雄
神
奈
川
県
立
厚
木
病
院
副
院
長

中
高
年
齢
層
は
体
力
が
ど
ん
ど
ん
衰
え
て

い
く
の
が
特
徴
。
ま
ず
足
の
衰
え
。
気
力
と

体
力
の
バ
ラ
ン
ス
が
く
ず
れ
る
。
疲
労
が
早

く
、
回
復
に
時
間
を
要
す
る
。
こ
の
結
果
、

転
倒
、
滑
落
に
よ
る
捻
挫
、
骨
折
が
多
い
。

こ
の
た
め
日
常
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要

だ
。
効
果
的
な
の
は
早
歩
き
。
こ
れ
は
心
肺

機
能
を
高
め
る
、
血
液
の
循
環
を
よ
く
し
血

圧
を
下
げ
る
、
動
脈
硬
化

・
糖
尿
病
を
予
防

す
る
、
肥
満
を
防
止
す
る
、
脳
を
刺
激
し
て

機
敏
性
を
富
ま
せ
る
、
骨
を
丈
夫
に
す
る
、

な
ど
の
効
果
に
秀
れ
る
。

と
同
時
に
、
日
常
の
メ
デ
ィ
ヵ
ル
チ
ェ
ッ

ク
を
お
こ
た
ら
ず
、
①
心
肺
機
能
疾
患
②
肝

ｏ
腎
臓
の
持
病
③
リ
ュ
ー
マ
チ
な
ど
の
関
節

疾
患
④
高
度
の
高
血
圧
症
⑤
重
度
の
貧
血
症

⑥
て
ん
か
ん
発
作
⑦
気
管
支
ぜ
ん
そ
く
③
主

治
医
か
ら
登
山
を
控
え
る
よ
う
に
い
わ
れ
た

人
、
は
登
山
を
す
べ
き
で
は
な
い
。

休
憩
を
は
さ
ん
で
、
坂
本
正
智
総
務
委
員

よ
り
、
「中
高
年
登
山
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」
の
回
答
と
集
計
結
果
報
告
の
あ
と
、
片

岡
泰
彦
指
導

ｏ
遭
難
対
策
担
当
理
事
か
ら
、

「遭
難
対
策
委
員
会
と
し
て
昨
年
、
冬
山
遭

難
を
考
え
る
講
習
会
を
開
催
し
た
が
、
今
後

も
、
会
員
の
遭
難
に
対
す
る
関
心
を
高
め
る

活
動
を
し
て
い
き
た
い
」
と
の
発
言
が
あ
っ

た
。三

時
間
強
を
費
し
て
の
討
論
で
は
、
各
支

部
、
三
水
会
か
ら
の
質
疑
、
講
師
か
ら
の
応

答
や
、
実
例
を
基
に
し
た
数
々
の
問
題
提
起

が
な
さ
れ
、
な
か
で
も
携
帯
無
線
機
の
有
無
、

リ
ー
ダ
ー
保
険
に
は
関
心
が
集
ま
り
、
リ
ー

ダ
ー
保
険
に
つ
い
て
は
、
入
澤
郁
夫
集
会
担

当
理
事
か
ら
日
本
山
岳
会
が
加
入
し
て
い
る

そ
れ
に
つ
い
て
、
詳
細
な
説
明
が
あ
っ
た
。

討
論
を
終
え
、
藤
井
正
彦
総
務
担
当
理
事

が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
内
容
の
充
実
し
た
、

山
研
改
築
委
員
会
報
告

『山
研
と
資
料
室
』

実
り
の
多
い
大
会
を
終
了
。
そ
の
後
、
席
を

改
め
て
の
懇
親
会
も
開
か
れ
た
。

こ
の

「中
高
年
登
山
対
策
全
国
大
会
」
は

ア
ン
ケ
ー
ト
も
含
め
て
会
報
紙
上
に
発
表
さ

れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
あ
え
て
タ

イ
ム
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
追

っ
て
の
概
要
の
み

に
と
ど
め
た
。

（写
真

・
坂
本
正
智
／
文
責

・
高
田
員
哉
）

な
形
で
オ
ー
プ
ン
す
る
山
研
も
以
前
の
建
物

と
大
き
く
異
な
る
点
が

一
つ
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
地
下

一
階
に
資
料
室
が
設
け
ら
れ
る
こ

と
で
す
。
（会
報
五
四
九
号
参
照
の
こ
と
）

ご
存
知
の
よ
う
に
、
会
に
は
数
々
の
貴
重

な
山
岳
資
料
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
資
料
を
展
示
し
て

一
般
に
も
公
開
し
、
ま

さ
に
本
会
が
目
的
と
す
る
る
山
岳
に
関
す
る

知
識
の
普
及
、
健
全
な
登
山
の
指
導
に
資
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
回
、
開
設
さ

れ
る
資
料
室
は
、
冬
季
閉
鎖
と
い
う
前
提
が

あ
る
た
め
、
常
時
展
示
す
る
も
の
は
あ
る
程

度
の
条
件
付
の
も
の
と
な
り
ま
す
が
、
多
く

の
方
々
の
意
見
や
他
博
物
館
等
の
陳
列
内
容

等
も
参
考
に
し
な
が
ら
決
め
る
こ
と
に
な
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、ピ
ッ
ケ
ル
、
ア
イ
ゼ
ン
と
い
っ

た
用
具
や
、
絵
画
、
地
形
図
と
い
っ
た
山
登

り
に
関
す
る
歴
史
的
な
資
料
が
、
会
員
お
よ

び
関
係
者
の
ご
協
力
で
数
多
く
収
集
さ
れ
な

が
ら
、
会
独
自
で

一
堂
に
展
示
す
る
場
所
が

な
か
っ
た
た
め
、
大
町
山
岳
博
物
館
、
松
本

ア
ル
プ
ス
山
岳
館
、
神
宮
の
秩
父
宮
記
念
ス

ポ
ー
ツ
博
物
館
、
六
本
木
の
ス
イ
ス
ア
ル
プ

ス
博
物
館
な
ど
に
寄
託
し
て
展
示
保
管
し
て

頂
い
て
い
る
の
が
実
情
で
し
た
。
（会
報
五

五
三
号
参
照
の
こ
と
）

今
回
、
本
会
と
し
て
は
初
め
て

一
般
へ
の

公
開
を
、
従
来
の
寄
託
方
式
と
併
行
で
行
う

こ
と
に
す
る
訳
で
す
。
一
般
公
開
と
な
る
と
、

資
料
の
選
定
、
管
理
等
と
い
っ
た
新
た
な

テ
ー
マ
が
出
て
来
て
は
い
ま
す
が
、
こ
の
秋

の
オ
ー
プ
ン
迄
に
は
多
く
の
方
々
の
意
見
を

参
考
に
し
な
が
ら
決
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
上
高
地
に
ふ
さ
わ
し
い
資
料

を
数
多
く
陳
列
し
ま
す
。
是
非
、
ご
覧
下
さ

い
。
山
研
資
料
室
を
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
今
後

は
さ
ら
に
、
九
〇
、　
一
〇
〇
周
年
と
い
う
節

目
に
当
会
を
母
体
と
し
た

「山
岳
博
物
館
」

新
緑
が
美
し
く
萌
え
る
四
月
二
十
六
日

（日
）
、
沢
渡
の
ゲ
ー
ト
が
開
か
れ
、
今
年
も

上
高
地
は
私
達
を
心
よ
く
迎
え
入
れ
て
く
れ

る
に
違
い
な
い
。会
員
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、

計
画
さ
れ
て
来
た
山
研
改
築
も
い
よ
い
よ
こ

の
日
、
地
鎮
祭
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。あ

と
半
年
、
出
来
上
る
の
を
心
待
ち
に
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
秋
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
が
ま
っ
赤

に
染
ま
り
、
吊
尾
根
が
か
す
か
に
雪
を
冠
る

頃
、
第
Ⅲ
世
代

の
山
研
が
鮮
や
か
に
デ

ビ

ュ
ー
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
さ
て
、
そ
ん

(3)
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設
立
が
可
能
と
な
る
よ
う
進
め
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
（山
口
俊
輔
）

Ｊ
Ａ
Ｃ
フ
ォ
ト

・
ビ
デ
オ

ク
ラ
ブ
が
発
足
／

山
の
楽
し
み
方
が
さ
ま
ざ
ま
。
山
に
行
け

ば
、
誰
し
も
が
カ
メ
ラ
を
持
ち
歩
き
、
写
真

を
撮

っ
て
楽
し
む
人
が
増
え
て
来
ま
し
た
。

ま
た
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
も
普
及
し
、
身
近
に

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

写
真
や
ビ
デ
オ
に
は
「撮
る
楽
し
み
」
「見

る
楽
し
み
」
「
見
せ
る
楽
し
み
」
が
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
楽
し
み
を
さ
ら
に
充
実
し
、
素

晴
ら
し
い
山
岳
写
真
や
ビ
デ
オ
を
作

っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

フ
ィ
ル
ム

・
ビ
デ
オ
委
員
会
で
は
ヵ
メ
ラ

好
き
の
会
員
の
要
望
に
応
え
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
フ
ォ

ト

・
ビ
デ
オ
　
ク
ラ
ブ
を
四
月

一
日
に
発
足

さ
せ
ま
し
た
。
ど
な
た
で
も
随
時
入
会
出
来

ま
す
。
山
岳
写
真
や
ビ
デ
オ
ワ
ー
ク
の
入
門

か
ら
実
技

ｏ
展
覧
会

・
講
評
ま
で
プ

ロ
お
よ

」 釉

‖

「 び
ベ
テ
ラ
ン
が
指
導
し
ま
す
。
申
し
込
み
は

「
は
が
き
」
に
て
、
日
本
山
岳
会
フ
ィ
ル
ム

・
ビ
デ
オ
委
員
会
内

「
Ｊ
Ａ
Ｃ
フ
ォ
ト

・
ビ

デ
オ
ク
ラ
ブ
」
宛
。
「申
込
書
」
と

「規
約
」

を
お
送
り
し
ま
す
。

フ
ィ
ル
ム

・
ビ
デ
オ
委
員
会

ウ
エ
ス
ト
ン
の
斧
頭
氷
杖

田
畑
真

一

題
名
に
あ
げ
た
斧
頭
氷
杖
と
は
、
お
わ
か

り
い
た
だ
け
る
だ
ろ
う
か
。
ま
だ
、
日
本
人

に
は
ピ
ッ
ケ
ル
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
時

代
で
あ
る
。
で
あ
れ
ば
、
ピ
ッ
ケ
ル
と
言
う

言
葉
も
知
ら
れ
ず
、
だ
か
ら
、
斧
頭
氷
杖
と

な
る
。
頭
部
は
斧
の
よ
う
で
、
氷
雪
地
に
足

場
を
き
ざ
む
と
き
の
杖
と
で
も
説
明
で
き
よ

う
か
。
そ
れ
に
し
て
も
日
本
人
的
な
発
想
で

あ
る
。

さ
て
、
明
治
四
十
五
年
五
月
、
日
本
山
岳

会
の
第
九
回
有
志
晩
餐
会
が
開
か
れ
た
。
関

係
記
事
に
は

「此
日
別
室
に
は
ウ
エ
ス
ト
ン

氏
登
山
用
の
斧
頭
氷
杖
等
を
陳
列
し
」
（『山

岳
』第
七
年
第

一
号
）
と
あ
る
。
時
代
が
下

っ

て
八
十
年
、
平
成
二
年
の
年
次
晩
餐
会
で
は
、

秩
父
宮
殿
下
と
槙
有
恒
旧
蔵
の
ピ

ッ
ケ
ル
な

ど
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
晩
餐
会
に
ピ
ツ
ケ

ル
な
ど
の
展
示
品
。
し
か
も
旧
蔵
者
は
ウ
エ

ス
ト
ン
と
交
遊
関
係
に
あ
っ
た
。　
一
脈
通
じ

合
う
も
の
が
感
じ
ら
れ
て
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
ウ
エ
ス
ト
ン

の
ピ

ッ
ケ
ル
で
あ
る
が
、

そ
の
資
料
性
に
つ
い
て
は

小
島
烏
水
も
見
解
を
あ
げ

「
ウ
エ
ス
ト
ン
が
、
日
本

を
去
る
と
き
、
当
時
の
滞

留
外
人
の
、
誰
も
が
す
る

よ
う
に
、
不
用
品
を
競
売

に
付
し
た
、
そ
の
中
に
、

あ
の
ピ

ッ
ケ
ル
（田
畑
注
、

一
ウ

エ
ス
ト

ン
の
ピ

ッ
ケ

一一
ル
）
が
交

っ
て
い
て
、
人

一
手

（外
国
人
）
に
渡

っ
た

一
と
い
う
こ
と
を
、
後
で
聞

一
い
て
、
私
は
口
惜
し
か

っ

た
、
恐
ら
く
、
日
本
ア
ル

プ
ス
を
踏
破
し
た
記
念
の

ピ

ッ
ケ
ル
で
あ

っ
た
ろ
う

に
、
何
故
購
入
し
て
お
か

な
か

っ
た
か
と
、
今
に
及

夕 昇 虔2● c:_リ
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=7戻「

~‐

ん
で
悔
い
が
長
い
」
（ウ
エ
ス
ト
ン

『
日
本

ア
ル
プ

ス
ー
登
山
と
探
検
』
）
と
述
べ
た
こ

と
が
あ
る
。
大
木
操
が
上
高
地
で
撮
影
し
た

（大
正
三
年
八
月
）
ゥ
ェ
ス
ト
ン
夫
妻
と
学

生
た
ち
の
写
真
が
あ
る
。
こ
の
写
真
の
な
か

で
も
、
ウ
エ
ス
ト
ン
は
ピ

ツ
ケ
ル
を
手
に
し

て
い
る
。

ど
こ
へ
行

っ
て
し
ま

っ
た
の
か
。
ウ
エ
ス

ト
ン
の
ピ

ッ
ケ
ル
は
。
た
だ
、
嘉
門
次
小
屋

（上
條
輝
夫
氏
）
に
は
、
ウ
エ
ス
ト
ン
か
ら

贈
ら
れ
た
と
伝
わ
る
別
の
ピ

ッ
ケ
ル
が
あ

る
。
古
典
的
な
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
が
、
そ
れ

だ
け
に
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
。
私
は
こ
の

ピ

ッ
ケ
ル
の
写
真
を
眺
め
て
い
る
。
ふ
と
、

ウ
エ
ス
ト
ン
の
ほ
ほ
え
み
も
伝
わ

っ
て
く
る

か
の
思
い
を
も

っ
た
。

〈
別
記
〉
先
人
の
ご
芳
名
に
つ
い
て
は
敬
称

を
省
く
こ
と
に
よ

っ
て
敬
意
を
表
し
ま
し

た
。
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ブ
ー
タ
ン

・
ヒ

マ
ラ
ヤ

登
山
料
の
改
訂
に
つ
い
て

二
月
二
日
に
来
日
さ
れ
た
、
ブ
ー
タ
ン
商

工
省
観
光
行
政
局
イ
シ

ｏ
ノ
ル
ブ
局
長
か
ら

伝
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
度
の

改
訂
で
は
、　
一
九
八
三
年
に
策
定
さ
れ
た
登

山
規
則
の
中
、
登
山
料
が
左
記
の
よ
う
に
値

昆
補
山
脈
国
際
キ
ャ
ン
プ

登
山
隊
派
遣
説
明
会
の
案
内

海
外
連
絡
委
員
会

前
号
で
す
で
に
昆
苓
国
際
キ
ャ
ン
プ
の

内
容
が
記
載
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
国
際

キ
ャ
ン
プ
に
参
加
す
る
登
山
隊

（団
体
も

し
く
は
個
人
）
を
募
集
い
た
し
ま
す
。
参

加
希
望
者
の
準
備

（説
明
）
会
を
別
記
の

通
り
開
き
ま
す
。

計
画
の
基
本
内
容
は
次
の
要
領
で
す
。

一
、
山
名

玉
珠
峰

（カ
カ
サ
イ
ジ
モ
ン
カ
）
周

辺
の
ピ
ー
ク

一
、
期
間

六
月
二
十
日
～
七
月
二
十
日
の
う
ち

の
十
六
日
間

（例
、
六
月
十
九
日
～

七
月
五
日
）

一
、
参
加
人
員

上
げ
さ
れ
た
こ
と
、　
一
隊
当
り
の
入
山
人
員

が
十
六
名
と
明
示
さ
れ
た
こ
と
で
、
同
時
に

撮
影
取
材
料
に
関
し
て
も
改
訂
さ
れ
て
い

る
。な

お
指
定
さ
れ
た
十
二
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

・
コ
ー
ス
の
場
合
は
登
山
料
は
不
要
で
あ
る

が
、
こ
の
ル
ー
ト
の
途
上
で
六
〇
〇
〇
諄
川
以

下
の
ピ
ー
ク
を
登
る
場
合
に
は
三
〇
〇
〇

′レ
ド

が
加
算
さ
れ
る
。

十
五
名
～
二
十
名

一
、
参
加
費

見
積
依
頼
中

（四
〇
万
円
前
後
）

青
梅
省
登
山
協
会
へ
の
申
込
み
の
関
係

で
左
記
要
項
に
て
準
備
説
明
会
を
開
き
、

計
画
の
最
終
立
案
を
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

一
、
準
備
説
明
会

五
月
十
二
日
（火
）午
後
六
時
三
十
分

日
本
山
岳
会
会
室

◎
出
席
希
望
者
は
①
住
所
、
②
氏
名
、

③
連
絡
先
電
話
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

④
ご
意
見
記
明
の
上
左
記
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ

し
て
下
さ
い
。

日
本
山
岳
会
海
外
登
山
委
員
会
宛

〇
三
―
三
二
六

一
―
四
四
四

一

一
、
連
絡
先

神
崎
忠
男
　
』
〇
三
‐
三
四
七
八
‐
二
九
八
一

耐
〇̈
三
‐
三
四
〇
二
―
五
九
五
八

コ・―
　
　
　
河
　
　
汁
麟
扇
Ｏ
Ｅ

　

澤
麟
嶽
Ｏ
Ｅ

『
〇
〇
〇

晏
／
Ｗ

」
‐‐
　

　

Ｃ

∽

∽
Ｎ
Ｐ

Ｏ
Ｏ
Ｐ

Ｉ

⊂

∽

∽
Ｎ
Ｐ

Ｏ
Ｏ
Ｐ

Ｉ

Ｏ
ｕ
Ｏ
日

，
ヽ
〇
〇
〇

Ｂ

　

Ｃ

∽

∽
Ｎ
Ｏ
ｂ
Ｏ
Ｐ

Ｉ

⊂

∽

首

Ｐ

Ｏ
Ｏ
Ｐ

Ｉ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｉ

Ｏヽ
ｕ
Ｏ
Ｏ
　

　

Ｃ

∽

∽
Ｈ
Ｐ

Ｏ
Ｏ
Ｐ

Ｉ

，Ｃ
∽

∽
Ｈ
Ｏ
ｂ
Ｏ
Ｐ

Ｉ

８
８

日
逹
「

　

（Ｃ
∽
∽
Ｐ
８
Ｐ
Ｉ
）

（詳
）

蔀
駅
響
茸
羊
…
Ｈ
粟
鵬
ｓ
Ｃ
∽
ｒ
Ｐ
８
Ｐ
Ｉ

（資
料
…
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
・
ジ
ャ
パ
ン
提
供
）

フ
ォ
ン

・
レ
ル
ヒ
の

ス
キ
ー
登
山

久
保
田
　
全

テ
オ
ド
ー
ル

・
フ
ォ
ン
ｏ
レ
ル
ヒ

（
一
八

六
九
―

一
九
四
五
）
が
、
高
田
第
十
三
師
団

歩
兵
第
五
十
八
連
隊
の
ス
キ
ー
専
修
将
校
な

ど
十
四
名
に
対
し
て
、
ス
キ
ー
術
の
訓
練
を

開
始
し
た
の
は
、
明
治
四
十
四
年

（
一
九

一

一
）

一
月
十
二
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
十
三
師
団
ス
キ
ー
演
習
実
施
表
に
よ
れ

ば
、　
一
月
十
二
日
か
ら
二
月
十
二
日
ま
で
三

十
四
回
、延
べ
二
十
四
日
半
の
演
習
を
実
施
、

こ
の
間
、
軍
隊
か
ら
民
間
へ
と
ス
キ
ー
術
は

急
速
に
広
ま

っ
て
い
く
。
山
岳
の
登
降
を
主

要
な
ね
ら
い
と
す
る
リ
リ
エ
ン
フ
ェ
ル
ト

・

ス
キ
ー
術
は
、
わ
が
国
の
ス
キ
ー
登
山
史
に

大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
来
高

初
年
度

（明
治
四
十
四
年
）
に
お
け
る
レ
ル

ヒ
の
ス
キ
ー
登
山
の
足
跡
を
ふ
り
返
っ
て
み

よ
う
。

①
第
十
三
師
団
策
定
の
ス
キ
ー
術
応
用
演

習
科
目
に
は
、
吹
雪
に
対
す
る
行
進
法
、
山

地
行
軍
、
雪
崩
多
き
高
山
登
降
法
、
濃
霧
中

行
進
法
な
ど
が
あ
る
。
二
月
十
二
日
、
レ
ル

ヒ
と
専
修
将
校
の

一
団
は
、
応
用
演
習
の

一

環
と
し
て
高
田
郊
外
の
南
葉
山
（九
四
九
ド川
）

を
目
指
し
た
が
、荒
れ
狂
う
風
雪
に
阻
ま
れ
、

頂
上
を
目
前
に
し
て
下
山
の
や
む
な
き
に

至
っ
た
。

②
四
月
十
三
日
、
快
晴
。
レ
ル
ヒ
と
高
橋

翠
郊
は
南
葉
山
頂
に
シ
ュ
プ
ー
ル
を
刻
む
こ

と
が
で
き
た
。高
田
新
聞
記
者
高
橋
翠
郊
は
、

狩
猟
を
と
お
し
て
レ
ル
ヒ
と
親
交
を
結
び
、

ス
キ
ー
術
習
得
後
の
大
正
三
年
（
一
九

一
四
）

一
月
、
ス
キ
ー
史
上
初
の
犠
牲
者
を
出
し
た

富
士
ス
キ
ー
登
山
隊
に
、
副
隊
長
兼
写
真
係

と
し
て
参
加
し
て
い
る

（『山
岳
』
九
年

一

号
参
照
）。
大
正
八
年
、
『
ス
キ
ー
家
に
』
を

刊
行
。
金
井
勝
二
郎
と
並
び
民
間
ス
キ
ー
の

隆
盛
に
尽
く
し
た
先
駆
者
で
あ
っ
た
。

③
四
月
十
六
日
、
レ
ル
ヒ
と
友
人
ク
ラ
ッ

ツ
ァ
ー
は
、
二
人
の
強
力
を
連
れ
て
、
太
郎

坊
か
ら
富
士
ス
キ
ー
登
山
に
出
発
す
る
。
日

本
駐
留
の
た
め
、
横
浜
入
港
の
船
上
か
ら
な

が
め
た
富
士
山
は
、
レ
ル
ヒ
に
強
い
印
象
を

与
え
て
い
た
の
だ
。

高
山
病
の
症
状
を
呈
し
た
ク
ラ
ッ
ツ
ァ
ー

は
八
合
目
に
残
留
、
レ
ル
ヒ
と

一
人
の
強
力

は
九
合
目
ま
で
到
着
す
る
が
、
こ
こ
で
強
力

は
リ
タ
イ
ア
、
迫
り
く
る
日
没
の
た
め
レ
ル

ヒ
も
登
頂
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

④
「
ス
キ
ー
専
修
将
校
、大
尉
鶴
見
亘
信
、

(5)



(第二種郵便物認可)山  563-199204020

中
尉
松
元
利
彦
、
同
高
橋
良
、
少
尉
木
暮
広

二
郎
ら
の

一
行
は
、
レ
ル
ヒ
少
佐
を
隊
長
と

し
て
、
五
月
十
三
日
、
高
田
を
出
発
。
十
四

日
、
燕
温
泉
か
ら
妙
高
山
ス
キ
ー
登
山
を
開

始
、
ス
キ
ー
の
着
脱
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

苦
闘
六
時
間
で
頂
上
に
達
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

下
降
に
際
し
て
ア
ク
シ
デ
ン
ト
が
発
生
す

る
。
松
元
中
尉
が
谷
底
へ
滑
落
し
た
の
で
あ

る
。五

月
十
九
日
付
高
田
日
報
は
、
「妙
高
の

絶
頂
よ
り
千
偲
の
渓
谷
に
墜
落
す
　
五
十
八

連
隊
ス
キ
ー
研
究
委
員
の
奇
禍
」
の
見
出
し

で
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。
「頂
上
は
寒
気

強
く
雨
は
吹
雪
と
な
っ
て
降
り
注
ぎ
、
脚
下

に
は
雲
湧
き
腿
尺
弁
ぜ
ざ
る
の
光
景
と
変
ぜ

し
た
め
、
研
究
員
の

一
名
は
誤
っ
て
崖
上
よ

り
脚
を
失
し
て
遂
に
妙
高
の
絶
頂
よ
り
渓
谷

深
く
墜
落
し
た
る
。
生
命
は
と
て
も
覚
束
無

し
と

一
行
の
驚
き

一
方
な
ら
ざ
り
し
が
、
不

思
議
に
も

一
命
助
か
り

一
同
と
共
に
め
で
た

く
帰
高
せ
り
と
い
う
。
（以
下
略
）
」。

レ
ル
ヒ
も

『明
治
日
本
の
思
い
出
』
の
中

で
、
こ
の
登
山
に
つ
い
て
言
及
し
、
「苦
し

か
っ
た
ツ
ア
ー
」
と
言

っ
て
い
る
が
、
コ
ー

ス
タ
イ
ム
、
墜
落
地
点
等
は
必
ず
し
も
明
確

で
は
な
い
。　
一
行
は
全
制
動
滑
降
で
燕
温
泉

に
出
て
、午
後
八
時
三
十
分
、高
田
に
帰
着
、

酒
杯
を
傾
け
て
無
事
を
祝
し
合

っ
た
の
で
あ

る
。故

国
を
遠
く
離
れ
た
レ
ル
ヒ
は
、
時
に
孤

独
に
陥
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
慰
め

る
も
の
は
、
「
マ
ウ
ン
ト
妙
高
の
英
姿
、
雪

に
包
ま
れ
た
高
田
の
町
、
小
川
の
せ
せ
ら

ぎ
」
（「
レ
少
佐
訪
間
記
」
明
４４

ｏ
ｌ

ｏ
ｌ６
、

高
田
日
報
）
な
ど
で
あ
っ
た
。

▼
ω
①『
的
】ｏ
Ｎ
が
届
き
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
山

岳
会
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
山
岳
会
で
年
に

一

度
共
通
に
発
刊
す
る
年
報
で
す
。
現
在
の
名

称
は
“
①
『
∞
で
す
が
、　
一
九
七
〇
年
か
ら

一

九
八
三
年
ま
で
は
＞
ぼ
８
お
お
Ｆ
∽一”
耳
ぎ
ｏＦ

と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
前
は
』
”
Ｔ
げ
ｃ
ｏＦ

と
し
て
同
じ
内
容
の
も
の
が
ド
イ
ツ

（ミ
ュ

ン
ヘ
ン
）
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア

（ウ
ィ
ー
ン
）

で
別
々
に
発
刊
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に

そ
の
前

（戦
前
）
は

Ｎ
①諄
ｏＦ
〓
Ｆ
の
名
が

つ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
こ
の
両

国
の
山
岳
会
は
東
ア
ル
プ
ス
と
い
う
共
通
の

ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
ち
、
創
立
も
ほ
ぼ

同
時
期
で
、組
織
の
在
り
方
が
両
者
と
も
「
ク

ラ
ブ
」
で
は
な
く

「連
盟
」
で
あ
っ
た
の
で

合
同
じ
、
ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
山
岳
会

と
い
う

一
つ
の
組
織
に
な
り
、
共
通
の
年
報

を
作

っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
ヒ
ト
ラ
ー

の
時
代
に
限
っ
て
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
ド
イ

ツ
に
併
合
さ
れ
て
ド
イ
ツ
山
岳
会
と
い
う
名

称
に
変
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
ド
イ
ツ
山
岳
会

は
敗
戦
に
よ
り
姿
を
消
し
ま
し
た
が
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
山
岳
会
は
す
ぐ
に
復
活
し
ま
し

た
。　
一
九
五
〇
年
に
ド
イ
ツ
山
岳
会
も
復

図
書
室
だ
よ
り
　
０

書 名/雑誌名

受入報告 1992年 2月

版型・ページ 出版年 寄贈/購入別

雑誌書 籍

著   者

Frank:Kingdon― Word
I‐Iarrlish Maclnnies

Mike Strasslrlan ed.

Bo Washburn,Do Roberts

Lewis Freedm.an

Glenn Randall

Will Steger

Lincoln Hall

Reinhold NIessner

John Roskelley

Richard(]}oedeke

日本気象協会

栃木県高体連中国登山委員会

DOAV

千葉大学学士山岳会

Himalayan Environment Trust

都立神代高校山岳部 OB会
G.BOy&Io Allan
Fred Beckey

Fred Beckey

Fred Beckey

Ro Jo Secor

Garry Weare

M.Dubin&E.Lucas
Jim DuFresne

小林経雄

森田良雄 (古川 脩編 )

HIMALAYAN ENCHANTMENT     240× 162′/245 PP

THE PRICE OF ADVENTURE       222× 145/192 PP

CLIMBING BIG WALLS          228× 150/115 PP

MOUNT MACKINLEY           311× 274/206 PP

DENGEROUS STEP             227× 150/200 PP

BREAKING POINT              227× 150′/135 PP

NORTH TO THE POLE            242× 165/339 PP

THE LONELIEST IM:OUNTAIN       280× 218′/232 PP

ANTARCTICA Both Heaven and Hel1  230× 150″/383 PP

LAST DAYS                 234× 160/21l PP

THE ALPINE 4000 1rl PEAKS       197× 118/240 PP

平成三年 夏山の気象観測表        B5/209 pp
慕士山初登頂               265× 187/159 PP

BERG'92                   265× 215/304 PP

千葉大の山 40年             B5× 125 pp

THE HIl帷ALAYAN ECOLOGY&ENVIRONMENT 272× 210′/82 PP

シルクロー ドに架ける虹一大竹重信追悼文集 A5/105 pp
SNOWCAPS ON THE EQUADOR    312× 235/192 PP

CASCADE ALPINE GUIDE 1       216× 177/326 PP

CASCADE ALPINE GUIDE 2       216× 177′/379 PP

CASCADE ALPINE GUIDE 3        216× 177/322 PP

MEXICO'S VOLCANOES          214× 139/120 PP

TREKKING IN THE INDIAN HIMALAYA  183× 128/172 PP

TREKKING IN TURKEY          183× 127/144 PP

TRAMPING IN NEW ZEALAND     181× 127/260 PP

甲斐の山山                四六版/358 PP

大正の山登り               A5/54 PP

Serindia

Mountaineers

ICS Books

Harry N.Abrams

Stackpole iBooks

Chockstone Press

Tilnes Books

h4ountaineers

R4ountaineers

Stackpole lBooks

Menasha Ridge

日本気象協会

同登山実行委員会

DOAV

同山岳会

HET

同会

BOdley Head

Mountaineers

h4ountaineers

Mountaineers

Mountaineers

Lonely Planet

Lonely Planet

Lonely Planet

新ハイキング社

山路書房

発行者寄贈

発行者寄贈

発行者寄贈

発行者寄贈

発行者寄贈

上北和夫氏寄贈

発行者寄贈

古川脩氏寄贈

1990

1987

1990

1991

1990

1984

1987

1989

1991

1991

1991

1991

1992

1992

1992

1991

1988

1989

1987

1989

1981

1990

1991

1989

1989

1992

1992

入

入

入

入

入

入

入

入

入

入

入

入

入

入

入

入

入

入

入
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活
し
年
報
も
翌
年
か
ら
復
活
し
て
い
ま
す
。

ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
山
岳
会
の
年
報

は
、
伝
統
的
に
登
山
記
録
と
同
等
か
そ
れ
以

上
に
研
究
記
事
が
多
く
、
山
岳
万
般
に
亘
る

分
野
に
及
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
オ
ー
ス
ト

リ
ア
山
岳
会
が
独
自
に
作
成
し
た
東
ア
ル
プ

ス
の
山
岳
地
図

（＞
ぼ
①
ヨ
①
お
す
∽Ｆ
”
詳
①
）

が
毎
号
付
録
と
し
て
付
け
ら
れ
て
い
る
の
も

際
立

っ
た
特
徴
で
す
。
版
型
は

一
九
八
〇
年

よ
り
大
型
に
な
り
、
写
真
を
生
か
す
た
め
の

コ
ー
ト
紙
は

一
九
七

一
年
よ
り
使

っ
て
い
ま

す
。∪

①
『∞
）ｏＮ
の
記
事
の
中
で
注
目
さ
れ
る

の
は
、
Ｗ

ｏ
ス
テ
フ
ァ
ン
が

一
九
六
〇
年
の

デ
ィ
ス
テ
ィ
ギ
ル
サ
ー
ル
初
登
頂
以
来
、
ス

ヮ
ー
ト
、
ノ
シ
ャ
ッ
ク
、
シ
ア
カ
ン
リ
、
マ
ッ

キ
ン
リ
ー
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
Ⅳ
峰
、
コ
ミ
ュ

ニ
ズ
ム
峰
、
そ
し
て

一
九
八
九
年
の
ヌ
ン
ま

で
第

一
線
で
登
り
続
け
て
い
た
記
録
抄
。

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
よ
る
チ
ベ
ッ
ト

報
告

一
九
九

一
年
な
ど
は
日
本
の
山
岳
雑
誌

で
は
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
内
容
と
思
わ
れ
ま

す
。

▼
岩
登
り
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
と

呼
名
が
変
り
、
技
術
的
、
体
力
的
な
鍛
練
を

経
た
上
で
、
さ
ら
に
安
全
も
確
保
し
た
上
で

従
来
不
可
能
視
さ
れ
て
い
た
垂
直
を
越
え
る

岩
場

（人
工
壁
を
含
む
）
が
登
攀
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、　
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル

（あ
る
い
は

競
技
）
を
作

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
流
れ

は
欧
米
、
日
本
、
韓
国
ば
か
り
で
な
く
他
の

d概念図 eその他

縮 尺分類番号  発   行   者

日本山岳会所蔵山岳地図目録 5 ヒマラヤ (2)
A官製 B個人、団体 aシ リーズ b単作 C付録

発行年  地     図     名

A3-la
A3-la
A3-la
A3-la
A3-la
A3-la
A3-la
A3-la
A3-3a
A3-3a
A3-3a
A3-3a
A3-3a
A3-3a
A3-la
A3-la
A3-la
A3-la
A3-2a
A3-la
A3-la
A3-2a
A3-2a
A3-2a
A3-2a
A3-2a
A3-2a
A3-2a
A3-la
A3-2a
A3-2a
A3-2a
A3-2a
A3-3a
A3-3a
A3-3a
A3-3a
A3-3a
A3-3a
A3-3a

参謀本部陸地測量部

-502UAMS

Survey of Pakistan NJ-42/SE
NI-42/NE
NJ-43/SW
NI-43/NW'

NI-43/SW
NH-43/NW'
NJ-43/SE
NI-43/NE

71-D
71-H
71-L

72-A
72-E

72-I

NI-43-13

NI-43-1

NJ-43-14
NI-43-2

NI-43-6

NJ-43-15
NI-43-3

NI-43-7

NI-43-11

NI-43-4

NI-43-8

NI-43-12

NI-43-16

NH-43-4
NI-44-5

NI-44-9

NH-44-13
NH-44-1
NH-44-6
NH-44-11
NH-44-16
NH-45-13
NG-45-1
NG-45-2
NG-45-3
NG-45-4

Tirich Mir

Peshawar

IIunza

Gilgit

Rawalpindi

Lahore

Khunjerab Pass

Skardu

Gurkha
(3}osainkund

Tingri Dzong

Birganji

Katn■ andu

Mt.Everest

Mastij

Churral

Baltit

Gilgit

Srlnagar

Shirnshal

Mundik
Kargil

Anantang

Chulung

Leh

L〔artselang

Palalnpur

SilTLla

Shyok

Pangong Tso

Tso Morari

Chini

Nanda Devi

Julnla

Pokhara

Jongkha:Dzong

Katrrlandu

ⅣIt.Everest

Kangchenjunga

Pari Zdong

1986

1983

1983
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(第二種郵便物認可)山  563-199204020

ア
ジ
ア
諸
国
も
大
い
に
関
心
を
持

っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
（「登
山
月
報
」
二
七
四
号
）

ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ク
ラ
ブ
の
ボ
ン
ベ
イ
支
部

の
〈
ム輔
〉
（∽
”
Ｆ
く
”
ら
ュ

∪
Ｃ
〓
①
諄
●
）
〓
百
万
は

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
流
れ
を
受

け
て
、
会
員
の
こ
の
ジ
ャ
ン
ル
に
対
す
る
見

解
と
、
ウ
ェ
ス
タ
ン
ゴ
ー
ツ
山
脈
の
残
丘
を

対
象
と
し
て
若
者
の
間
で
行
わ
れ
て
い
る
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

（図
書
管
理
委
員
会
）

図

書

紹

介

山
岳
俳
句
集
　

登

攀

者

菅
原
達
也
著

本
書
は
著
者
が
八
年
前
に
出
版
し
た

『氷

河
卓
』
に
つ
づ
く
第
二
句
集
で
あ
る
。
著
者

は
本
書
の
、
あ
と
が
き
で

「
…
登
山
の
価
値

も
ま
た
私
に
お
い
て
は
、
山
を
理
想
と
し
た

行
動
の
中
か
ら
生
れ
る
生
命
感
の
充
浴
で
あ

る
。
そ
こ
に
は
想
像
が
あ
り
、漂
泊
が
あ
り
、

冒
険
が
あ
る
。
憧
憬
の
内
化
は
無
限
の
世
界

を
繋
ぐ
…
私
の
登
山
志
向
は
、
よ
り
以
上
の

生
へ
の
欲
求
で
あ
る
と
同
時
に
、
山
な
る
自

然
の
中
に
ひ
た
す
ら
人
間
的
情
緒
へ
の
反
響

と
唱
和
を
聴
こ
う
と
す
る
祈
り
に
ほ
か
な
ら

な
い
…
」
と
述
べ
て
い
る
。
山
岳
俳
句
は
、

山
と
い
う
大
自
然
に
夢
と
憧
れ
を
抱
く
作
者

自
ら
の
登
攀
に
よ
っ
て
こ
そ
、
清
新
か
つ
迫

真
力
あ
る
作
品
を
な
す
こ
と
が
出
来
る
の
は

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
ま
た
登
山
登
攀
に
お

け
る
状
況

′
、
高
揚
し
た
感
情
を
追
求
し
表
現

し
よ
う
と
す
る
時
…
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
感
覚

で
、
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
登
山
を
詠
い
山
岳

俳
句
の
嗜
矢
と
さ
れ
る
石
橋
辰
之
助
句
集

『山
行
』
昭
和
十
年
刊
、
が
そ
う
で
あ
っ
た

よ
う
に
、　
一
句
の
独
立
性
と
い
う
伝
統
俳
句

の
枠
に
納
ま
り
き
ら
ぬ
連
作
形
式
に
近
づ
く

宿
命
を
も
っ
て
い
る
。
著
者
菅
原
氏
は
筆
者

と
同
じ
俳
誌

「馬
酔
木
」
に
よ
っ
て
俳
句
作

者
と
し
て
の
道
を
踏
み
出
さ
れ
た
、
が
間
も

な
く
尖
鋭
的
な
岳
人
と
し
て
の
道
を
踏
み
出

さ
れ
た
、
が
去

っ
て
ゆ
か
れ
、
現
在
も
現
役

の
岳
人
で
あ
る
。
前
著
か
ら
洩
れ
た
作
品
に

そ
の
後
の
収
穫
を
加
え
三

一
二
句
と
し
て
纏

め
ら
れ
た
も
の
が
本
書
で
、
穂
高
燃
ゆ

・
ウ

エ
ス
ト
ン
祭

ｏ
山
さ
ら
ば

ｏ
牧
神
組
曲

・
山

の
讃
歌

ｏ
単
独
行

・
等
六
章
と
し
、
登
攀

ｏ

縦
走

ｏ
幕
営
、
等
を
中
心
に
山
の
臨
場
感
が

伝
わ
る
よ
う
に
配
列
構
成
さ
れ
て
い
る
。

残
照
の
風
凍
て
重
る
背
の
ザ
イ
ル

ウ
エ
ス
ト
ン
祭
若
き
輪
唱
泉
な
す

ハ
ー
ケ
ン
の
音
を
穂
高
の
惜
春
賦

多
く
の
岳
人
に
想
い
出
の
山
行
を
蘇
ら
せ

て
く
れ
る
、
手
も
と
に
置
き
た
い
楽
し
い

一

冊
で
あ
る
。

一
九
九

一
年
十
月
二
十
日
　

一
八
九
頁

山
と
渓
谷
社
刊
　
定
価
二
五
〇
〇
円

（小
林
碧
郎
）

日
本
山
岳
紀
行

―
ド
イ
ツ
人
が
見
た
明
治
末

の
信
州
―

Ｗ

ｏ
シ
ュ
タ
イ
ニ
ッ
ツ
ァ
ー
著

安
藤
　
勉
訳

Ｗ

・
ウ

ェ
ス
ト
ン
が

『
日
本
ア
ル
プ
ス
の

登
山
と
探
検
』
を

一
八
九
六
年
に
ロ
ン
ド
ン

の
ジ

ョ
ン

・
マ
レ
ー
社
か
ら
出
し
て
以
来
、

日
本
で
登
山
を
す
る
外
国
人
が
増
え
た
こ
と

は
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
本
の
著
者
の
Ｗ

ｏ

シ
ュ
タ
イ
ニ
ッ
ツ
ァ
ー
も
そ
の

一
人
で
、　
一

九

一
一
年
に
も

っ
ぱ
ら
登
山
の
た
め
だ
け
に

来
日
し
、
帰
国
後
、　
一
九

一
八
年
に
ド
イ
ツ

で
そ
の
紀
行
文
を

一
冊
に
ま
と
め
上
梓
し
て

い
る
。
そ
れ
よ
り
前
の

一
九

一
三
年
に
は
、

Ｄ
Ｏ
Ａ
Ｖ
の
機
関
誌
に
そ
の
山
行
記
録
を
報

告
し
て
い
る
と
い
う
の
で
、
当
時
と
し
て
は

本
格
的
な
ド
イ
ツ
の
登
山
家
が
槍
、
前
穂
、

立
山
、
妙
高
、
笠
ヶ
岳
、
富
士
な
ど
に
登

っ

た
わ
け
だ
。
Ｗ

・
ウ

ェ
ス
ト
ン
の
書
い
た
『上

高
地
温
泉
場

（登
山
者
の
栞
）
』
に
は

一
九

〇
五
年
以
降
、
外
国
人
の
訪
問
者
が
急
増
し

た
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
の
記
録
は
未
登
録

だ

っ
た
、
と
書
か
れ
て
い
る
。

大
井
庄
吉
に
案
内
さ
れ
て
登

っ
た
前
穂
高

岳
の
記
録
で
は
、
そ
れ
ま
で
奥
穂
に
登
っ
た

も
の
は
い
な
い
、
と
大
井
が
言
っ
て
る
と
書

か
れ
、
事
実
と
相
違
す
る
所
も
あ
る
が
、
こ

の
シ
ュ
タ
イ
ニ
ッ
ツ
ァ
ー
の
本
は
、
ウ
ェ
ス

ト
ン
の
言
う
、
欠
落
し
て
い
る
記
録
の

一
つ

を
補
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
を
補

っ
て
あ

ま
り
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

『
日
本
ア
ル
プ
ス
の
登
山
と
探
検
』
に
負

う
と
こ
ろ
大
、
と
は
い
っ
て
も
独
嶼
山
岳
会

の
会
員
の
体
験
記
は
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
そ
れ
と

は
違

っ
た
面
白
さ
が
あ
る
。
こ
れ
は
登
山
以

外
の
、
当
時
の
日
本
人
の
風
俗
に
関
す
る
著

者
の
所
見
に
つ
い
て
も
言
え
る
。

掲
載
さ
れ
て
い
る
上
高
地
の
清
水
屋
と
思

わ
れ
る
旅
館
の
写
真
も
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
の
も

の
と
は
別
の
ア
ン
グ
ル
か
ら
撮
ら
れ
て
い
た

り
、
上
条
嘉
門
次
の
写
真
も
、
格
好
は
同
じ

で
も
こ
れ
ま
で
し
は
し
ば
目
に
し
て
い
る
も

の
と
は
違

っ
た
ア
ン
グ
ル
の
写
真
だ
。
そ
の

他
に
あ
る
も
の
も
、　
一
九

一
一
年
代
の
記
録

写
真
だ
。

当
時
の
日
本
の
登
山
史
に
興
味
を
持

つ
者

に
と
っ
て
、
こ
の
本
は
貴
重
な
資
料
を
提
供

し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

一
九
九
二
年

一
月
十
日
　
信
濃
毎
日
新
聞

社
刊
　
定
価

一
五
〇
〇
円

（岡
澤
祐
吉
）

△
　
　
　
△
　
　
　
△
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報自
然
観
察

・
日
だ
ま
り
山
行

大
野
峠
か
ら
旧
正
丸
峠

へ

自
然
保
護
委
員
会

自
然
保
護
委
員
会
で
は
去
る
二
月

一
日

（日
）
に
、
恒
例
、
年
二
回
実
施
す
る
自
然

観
察
山
行
を
奥
武
蔵
の
古
い
峠
を
結
ん
で

行

っ
た
。
講
師
は
田
村
説
三
委
員
、
参
加
者

は
二
十
四
名
で
あ
っ
た
。

雨
と
の
予
報
が
良
い
方
に
は
ず
れ
当
日
は

晴
、
そ
れ
ぞ
れ
八
時
五
十
分
ま
で
に
西
武
秩

父
線

・
芦
ヶ
久
保
駅
前
広
場
に
集
ま
っ
た
。

受
付
を
す
ま
せ
早
速
、
資
料
に
も
と
ず
く
田虚空蔵峠にて (小林碧氏撮影)

村
委
員
の
話
に
聞
き
入
る
。
こ
の
あ
た
り
は

今
や
す

っ
か
り
人
工
林

（杉
林
）
に
変

っ
て

し
ま
っ
た
が
、
か
つ
て
の
自
然
林
は
モ
ミ
ー

ア
カ
シ
デ
林
、
モ
ミ
ー
ア
ラ
カ
シ
林
で
あ
り

山
稜
付
近

一
帯
は
草
原
で
あ
っ
た
と
い
う
。

九
時
過
ぎ
山
口
委
員
を
リ
ー
ダ
ー
と
し
、

後
尾
を
黒
沢
自
然
保
護
委
員
と
い
う
隊
列
で

今
日
の
第

一
日
標
地
、
大
野
峠
を
目
指
し
て

出
発
、
赤
谷
経
由
で
山
中
に
入

っ
た
。
し
ば

ら
く
で
谷
筋
の
道
と
な
り
水
場
で
憩
う
。
そ

し
て
最
後
は
う
す
暗
い
杉
林
の
急
登
と
な

る
。
さ
す
が

「関
東
の
吉
野
」
と
い
わ
れ
る

だ
け
あ
っ
て
見
事
な
杉
林
で
あ
る
。
こ
の
辺

り
は
江
戸
時
代
か
ら
西
川
林
業
地
と
い
わ
れ

た
所
だ
と
い
う
。
喘
ぎ
な
が
ら
、
し
か
し
途

中
か
ら
ゴ
ミ
の
散
乱
が
目
立
ち
、
そ
こ
が
自

然
保
護
委
員
会
の
山
行
だ
け
あ
っ
て
、
そ
れ

ぞ
れ
が
ゴ
ミ
袋
を
ぶ
ら
さ
げ
て
の
大
野
峠
到

着
と
は
な
っ
た
。

大
野
峠
は
既
に
奥
武
蔵
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン

上
に
あ

っ
て
車
道
で
あ
る
が
、
山
ロ
リ
ー

ダ
ー
は
巧
み
に
ま
だ
残
雪
の
あ
る
旧
道

（山

道
）
を
探
し
て
縫

っ
て
ゆ
く
。
七
曲
り
峠
を

通
り
本
日
の
最
高
点
カ
バ
岳
を
過
ぎ
、
適
当

な
広
場
と
日
だ
ま
り
を
見

つ
け
て
昼
食
と

な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
い
昼
食
の
合
間
に

は
委
員
会
か
ら
は
お
い
し
い
甘
酒
が
沸
さ

れ
、
時
な
ら
ぬ
山
中
で
俄
か
甘
酒
屋
が
開
業

さ
れ
、
大
い
に
賑
わ
っ
た
。
食
後
は
全
員
輪

に
な
っ
て
自
己
紹
介
と
田
村
委
員
の
講
話
。

ま
ず
自
己
紹
介
で
は
片
岡
会
員
が
本
日
参
加

の
最
高
齢
と
わ
か
り
、
あ
と
中
高
年
登
山
者

の
話
が
続
き
笑
い
が
起
こ
る
。
田
村
委
員
の

話
は
あ
た
り
の
自
然
の
説
明
と
共
に
そ
の
要

点
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。

「土
壊
は
昔
の
人
た
ち
が
や
っ
た
よ
う
に

上
手
に
サ
イ
ク
ル
さ
せ
て
ゆ
け
ば
有
効
に
保

全
さ
れ
て
ゆ
く
が
、
そ
の
点
い
ま
の
ゴ
ル
フ

場
や
ス
キ
ー
場
の
建
設
は
異
質
で
、
自
然
保

全
と
は
逆
行
し
て
い
る
。
」

か
く
し
て

一
時
間
半
の
休
み
は
瞬
く
間
に

過
ぎ
去
り
、
次
な
る
目
標
、
虚
空
蔵
峠
へ
。

途
中
、
岩
稜
の
道
も
あ

っ
た
が
ほ
ぼ
く
だ
り

一
方
で
峠
に
つ
い
た
。
こ
こ
も
車
道
上
で
ゴ

ミ
の
散
乱
が
お
び
た
だ
し
く
と
て
も
拾
い
切

れ
な
い
大
型
の
も
の
ま
で
あ
り
、
あ
ら
た
め

て
車
社
会
の
モ
ラ
ル
の
低
下
が
嘆
か
れ
た
。

こ
こ
で
小
林
（碧
）会
員
に
よ
る
記
念
撮
影
の

後
、再
び
木
の
階
段
の
山
中
、次
は
サ
ッ
キ
ョ

峠
だ
が
、
途
次
好
展
望
地
あ
り
こ
こ
で
も
小

憩
。
サ
ッ
キ
ョ
峠
は
古
い
茶
屋
跡
が
あ
り
、

往
時
の
峠
路
だ
が
、
こ
こ
で
は
指
導
標
の
位

置
が
違

っ
て
い
る
の
が
山
ロ
リ
ー
ダ
ー
に

よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
。

あ
と
旧
正
丸
峠
、
そ
し
て
正
丸
駅
へ
は
全

く
の
く
だ
り
道
、
の
ど
か
な
梅
の
花
さ
く
里

へ
で
る
。
駅
前
で
池
田
委
員
長
の
挨
拶
の
あ

と
解
散
、
有
意
義
だ
っ
た
山
行
の
幕
を
閉
じ

た
。
し
か
し
、
そ
の
あ
と
東
飯
能
や
池
袋
な

ど
で
幾

つ
も
の
反
省
会
が
開
か
れ
た
と
い

う
。

参
加
者
　
池
田
、中
島
（伊
）、
片
岡
、賀
嶋
、

川
上
、
大
野
、
小
林
（碧
）、
松
沢
、
田
村
、

小
野
里
、
川
島
、
成
田
、
平
山
、
牧
内
、
穴

田
、小
倉
（厚
）、
梨
羽
、遠
藤
（光
）、
松
本
、

麦
倉
、
黒
沢
、渡
辺
、福
島
（幸
）、
山
口
（悠
）

（小
倉
　
厚
）

九
二
年
八
方
尾
根

懇
親
ス
キ
ー
山
行

昨
年
の
八
方
尾
根
ス
キ
ー
集
会
は
湾
岸
戦

争
直
前
の
緊
張
感
の
高
ま
る
中
、
ビ
ジ
タ
ー

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
新
入
会

員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
の
で
、
以
下
に
報

告
い
た
し
ま
す
。

今
年
は
昨
年
よ
り
五
名
程
少
な
い
三
十
七

名
、
十
二
日
の
下
山
、
入
山
各
三
名
、
延
べ

四
十
名
の
参
加
者
を
迎
え
、
三
日
間
快
晴
無

風
の
と
て
も
冬
期
と
は
思
わ
れ
な
い
天
候
に

恵
ま
れ
、
十
名
が
唐
松
登
行
に
成
功
し
た
集

会
と
な
り
ま
し
た
。

第

一
日
目

（
一
月
十

一
日
）
、
ケ
ー
ブ
ル

八
方
駅
で
遠
田
さ
ん
に
出
会
い
始
発
で
兎
平

へ
、
前
日
よ
り
入
山
し
て
い
た
集
会
委
員
会

メ
ン
バ
ー
の
ス
キ
ー
滑
降
を
見
下
ろ
し
な
が

ら
ア
ル
ペ
ン
リ
フ
ト
を
乗
り
継
ぎ
、
八
時
四

十
五
分
八
方
池
山
荘
に
到
着
し
ま
し
た
。
快

晴
無
風
、
朝
食
を
と
り
荷
物
を
指
定
の
部
屋

に
入
れ
、
直
ち
に
唐
松
往
復
ス
キ
ー
登
山
に

出
掛
け
ま
し
た
。
午
後
四
時
前
に
八
方
池
山

荘
に
帰
着
、
既
に
二
十
名
程
の
参
加
者
が
到

(9)
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着
し
て
お
り
、
部
屋
に
戻
る
と
小
宴
会
が
始

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
到
着
後
ス
キ
ー
を
楽
し

ん
だ
者
、
丸
山
付
近
ま
で
登

っ
た
者
等
、
そ

れ
ぞ
れ
好
天
の

一
日
を
堪
能
し
た
様
子
で
し

た
。
六
時
二
十
分
よ
り
夕
食
、
七
時
よ
り
懇

親
会
、
集
会
担
当
入
澤
理
事
の
挨
拶
に
続
い

て
各
自
自
己
紹
介
の
後
宴
会
に
入
り
ま
し

た
。
山
の
歌
の
合
唱
が
始
ま
る
頃
に
は
、
夜

行
の
疲
れ
か
飲
み
過
ぎ
か
ら
か
部
屋
に
戻
り

就
寝
す
る
者
も
何
名
か
。

第
二
日
目
、
昨
日
申
告
済
の
八
方
尾
根
／

唐
松
登
行
組
の
内
、
早
発
ち
の
者
は
六
時
頃

に
は
小
屋
を
出
発
し
ま
し
た
。
唐
松
稜
線
は

雲
が
出
て
い
ま
し
た
が
、
概
ね
晴
天
で
相
変

わ
ら
ず
風
は
あ
り
ま
せ
ん
。
午
後
に
は
崩
れ

る
と
思
い
き
や
終
日
好
天
と
な
り
、　
一
日
中

ス
キ
ー
を
楽
し
む
者
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
特
設
ス
キ
ー

ス
ク
ー
ル
に
参
加
す
る
者
、
尾
根
筋
を
散
策

し
写
真
撮
影
に
専
念
す
る
者
と
思
い
思
い
に

一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。
夕
食
後
は
七
時
か

ら
六
組
の
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
の
集
会
委
員

会
ご
苦
心
の
ゲ
ー
ム
大
会
、
最
年
少
十
二
歳

か
ら
最
年
長
七
十
五
歳
ま
で
の
参
加
者
の
珍

ゲ
ー
ム
に
、
全
員
腹
を
よ
じ
り
、
ま
た
た
く

間
に
九
時
過
ぎ
の
終
了
時
間
を
迎
え
ま
し

た
。
そ
の
後
も
有
志
に
よ
る
懇
親
会
は
十

一

時
過
ぎ
ま
で
続
い
た
模
様
で
し
た
。

最
終
日
、
朝
食
後
、
鹿
島
槍
を
バ
ッ
ク
に

山
荘
前
で
記
念
撮
影
の
後
解
散
と
な
り
ま
し

た
。
直
ち
に
下
山
す
る
者
、
明
治
大
学
の
山

寮
に
荷
物
を
置
き
ス
キ
ー
を
楽
し
む
者
、
引

き
続
き
山
寮
に
泊
ま
る
者
と
そ
れ
ぞ
れ
三
日

間
の
思
い
出
を
胸
に
再
会
を
楽
し
み
に
別
れ

て
い
き
ま
し
た
。
私
は
昼
ま
で
黒
菱
周
辺
の

ゲ
レ
ン
デ
で
ス
キ
ー
を
楽
し
み
、
山
寮
前
の

雪
上
特
設
バ
ー
で
ビ
ー
ル
、
ウ
イ
ス
キ
ー
、

ま
た
入
澤
理
事
お
手
製
の
そ
ば
ま
で
ご
馳
走

に
な
り
、
集
会
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
継
松
さ

ん
と
ほ
ろ
酔
い
気
分
で
リ
ー
ゼ
ン
コ
ー
ス
を

下
り
ま
し
た
。
最
後
に
、
今
回
ご
苦
労
さ
れ

ま
し
た
集
会
委
員
会
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

参
加
者
　
阿
部
恒
夫
、
石
光
久
仁
子
、
井
野

千
枝
子
、井
上
公
利
、入
澤
郁
夫
、
川
善
市
、

川
朋
子
、
北
村
義
男
、
清
宮
政
蔵
、
久
保
孝

一
郎
、久
保
な
お
子
、久
保
三
朗
、
小
島
広
、

小
林
碧
、
小
松
原

一
郎
、
近
藤
雅
是
、
斎
藤

か
つ
ら
、
坂
下
悦
子
、
坂
下
幸

一
、
嶋
崎
晃

一
、染
谷
美
佐
子
、
田
寺
尚
和
、
継
松
義
彰
、

遠
田
栄
、
中
尾
多
予
子
、
中
川
尚
、
中
条
昌

子
、
中
村
太
郎
、
那
谷
宇

一
、
三
沢

一
三
、

南
川
金

一
、
柳
下
棟
生
、
薮
田
益
資
、
矢
野

弓
之
介
、山
内
敏
亘
、山
口
暁
、
山
口
俊
輔
、

山
口
延
子
、
吉
田
実
、
渡
辺
俊
雄

（矢
野
弓
之
介
）

三
水
会
日
だ
ま
り
山
行

奥
武
蔵

・
ユ
ガ
テ中

保

例
年
二
月
に
な
る
と
、
竹
寺
で
精
進
料
理

を
楽
し
む
会
を
行

っ
て
い
る
。
し
か
し
今
年

は
、
寒
明
け
の
前
に
降

っ
た
雪
の
た
め
に
、

竹
寺
に
は
い
る
こ
と
が
で
き
ず
、
行
程
を
変

更
し
て
、
日
だ
ま
り
山
行
と
な
っ
た
。

八
日
土
曜
日
、
午
後

一
時
西
武
池
袋
に
集

合
し
た
の
は
、
男
性
六
名
、
女
性
二
名
の
八

名
で
あ
っ
た
。

一
時
三
十
分
の
飯
能
行
の
電
車
に
乗
り
、

飯
能
で
乗
り
替
え
、
武
蔵
横
手
に
て
下
車
。

駅
か
ら
北
に
向

っ
て
歩
く
。
天
気
は
快
晴
。

し
ば
し
杉
林
を
歩
く
と
、
規
模
は
小
さ
い
が

風
情
の
あ
る
滝
に
で
た
。
こ
の
滝
は
、
五
常

の
滝
と
由
来
が
書
い
て
あ
っ
た
。
そ
こ
か
ら

少
し
歩
い
た
と
こ
ろ
の
啓
明
荘
と
い
う
民
宿

に
た
ど
り
つ
く
。
ま
だ
日
は
高
い
。
坂
倉
さ

ん
が
、
「今
日
は
こ
こ
泊
り
で
す
」
と
の

一

言
。
そ
し
て
、
「今
か
ら
面
白
い
事
を
行
い

ま
す
の
で
、
少
し
力
を
出
し
て
下
さ
い
」
と

も
い
っ
た
。
な
に
を
す
る
の
か
少
し
興
味
を

も

っ
て
、六
名
の
男
性
が
期
待
し
て
い
る
と
、

今
か
ら
餅
つ
き
を
い
た
し
ま
す
と
の
こ
と
。

早
速
に
薪
作
り
、
釜
に
火
を
つ
け
る
。
私
は

子
供
の
頃
か
ら
、
商
売
上
、
薪
割
り

ｏ
釜
た

き
は
お
手
の
も
の
で
あ

っ
た
の
で
、
手
ぎ
わ

よ
く
仕
事
に
取
り
か
か
る
。
民
宿
で
用
意
さ

れ
た
餅
米
は
、
釜
に
か
か
り
、
日
は
掃
除
し

て
、
餅
米
の
蒸
し
上
が
る
の
を
待
つ
。

や
が
て
餅
米
は
臼
に
、
杵
は
私
で
、
手
が

え
し
は
勝
田
さ
ん
。
二
人
の
呼
吸
が
ぴ

っ
た

り
あ
う
。
杵
音
は
あ
た
り
に
こ
だ
ま
す
。
他

の
四
名
も
杵
を
持

っ
て
つ
く
。
餅
も
で
き
上

り
、
二
人
の
女
性
と
共
に
、
餅
作
り
に
精
を

出
す
。
黄
粉
、
大
根
お
ろ
し
、
小
豆
の
あ
ん

こ
。皆
な
、楽
し
み
な
が
ら
お
い
し
く
戴
く
。

翌
日
は
、
啓
明
荘
を
あ
と
に
、
北
向
地
蔵

に
向

っ
て
歩
く
。

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
拠

点
で
、
峠
に
小
さ
な
祠
が
た
っ
て
い
た
。
約

二
十
分
程
下
る
と
、
ユ
ガ
テ
の
里
に
出
る
。

こ
こ
は
昔
、
高
麗
の
人
々
が
、
静
か
に
暮
し

た
里
で
、
今
は

一
軒
屋
だ
け
で
あ
る
。
我
々

を
お
ば
さ
ん
が
迎
え
て
く
れ
る
。
大
体
止
。

昨
日
作

っ
た
お
供
え
と
、
日
本
酒
を
な
き
ご

主
人
に
捧
げ
、
我
々

一
同
も
甘
い
汁
粉
で
食

事
を
と
る
。
ユ
ガ
テ
の
里
に
は
、
ハ
イ
キ
ン

グ
の
人
々
が
、
ゆ
っ
く
り
と
ザ
ッ
ク
を
お
ろ

し
て
、
日
だ
ま
り
を
楽
し
ん
で
い
た
。

我
々
も
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
だ
あ
と
、
東
吾

野
に
向

っ
て
坂
を
下
る
。　
一
度
、
あ
る
お
寺

で
休
憩
を
と
る
。
こ
の
寺
は
福
徳
寺
と
い
う

寺
で
あ
っ
た
。
い
ま
は
無
住
の
寺
で
あ
る
が
、

屋
根
の
曲
線
の
美
し
い
阿
弥
陀
堂
が
あ
り
、

荘
重
で
気
品
の
あ
る
寺
で
あ
っ
た
。
こ
の
寺

か
ら
十
五
分
も
歩
く
と
、
東
吾
野
の
駅
に
つ

く
。
東
吾
野
か
ら
池
袋
に
直
行
か
と
思
っ
た

ら
、
途
中
飯
能
で
下
車
、
美
し
い
川
の
流
れ

を
見
て
、
そ
ば
を
た
べ
る
こ
と
に
し
た
。
お

酒
は
う
ま
い
し
、
そ
ば
も
う
ま
い
店
で
、
こ

の
辺
の
名
物
に
な
っ
て
い
る
楳
亭
と
い
う
店

で
あ
っ
た
。
皆
ん
な
身
心
共
に
楽
し
ん
で
、

飯
能
か
ら
池
袋
に
向
う
。池
袋
で
男
性
四
名
、

反
省
し
て
、
夜
の
池
袋
で
解
散
と
な
っ
た
。

参
加
者
　
乾
、
勝
田
、
川
上
（進
）、
小
林

(10)
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（碧
）、
坂
倉
、
高
田
、
滝
沢
、
中
の
八
名
。

気
象
観
測
報
告
会
上

科
学
研
究
委
員
会

平
成
四
年
二
月
六
日
（木
）午
後
六
時
半
か

ら
ル
ー
ム
に
お
い
て
、
標
記
報
告
会
が
大
蔵

喜
福
委
員
に
よ
リ
ビ
デ
オ
を
使

っ
て
開
か
れ

た
。
講
演
の
概
要
は
左
の
通
り
で
あ
る
。

一
九
八
二
年
十
二
月
ェ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
後

消
息
を
絶
っ
た
加
藤
保
男

・
小
林
利
明
両
氏

の
遭
難
、　
一
九
八
四
年
二
月
マ
ッ
キ
ン
リ
ー

に
お
け
る
植
村
直
己
氏
の
遭
難
、
お
よ
び

一

九
八
九
年
二
月
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
で
山
田
昇

ｏ

小
松
幸
三

・
三
枝
照
雄
氏
が
遭
難
し
た
事
件

は
、
い
ず
れ
も
冬
期
高
所
に
お
け
る
厳
し
い

気
象
条
件
、
と
く
に
強
風
が
原
因
と
考
え
ら

れ
る
。

大
蔵
ら
の
行
っ
た
風
洞
実
験
に
よ
れ
ば
、

人
間
の
対
風
限
界

（起
立
限
界
）
は

一
気
圧

の
平
地

で
二
五
％

で
あ
り
、

マ
ッ
キ

ン

リ
ー
デ
ナ
リ
パ
ス
付
近
で
は
四
三

・
八
％

エ
ベ
レ
ス
ト
頂
上
で
は
五
二

・
九
％
と
な

る
。
し
た
が
っ
て
高
層
気
象
の
デ
ー
タ
か
ら

推
定
さ
れ
る
加
藤
隊
遭
難
当
時
の
七
〇
％

と
か
山
田
隊
の
二
九
％

で
は
、
頂
稜
を
抜

け
る
風
は
約

一
ｏ
三
倍
に
加
速
さ
れ
る
こ
と

と
考
え
合
わ
せ
て
当
然
耐
風
限
界
を
越
し
て

い
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
も
外
気
温

マ

ツ
ごト
ギ
ン
リ
1

【自
然
保
護
随
想
】

自
然
保
護
と
開
発
の
は
ざ
ま

昨
年
、
日
本
山
岳
会
の
自
然
保
護
全
国
集
会
が
開
催
さ
れ
た
新

潟
県
新
発
田
市
の
営
林
署
か
ら
、
前
橋
営
林
局
の
局
内
報
と
も
い

う
べ
き

「山
脈
」
９２
新
年
号
と

「広
報
ま
え
ば
し
」
が
送
ら
れ
て

き
た
。
主
な
内
容
は
国
有
林
事
業
の
意
義
を
強
調
し
て
、
管
内
営

林
署
の
活
動
や
、
地
域
市
町
村
と
林
業
の
共
存
共
栄
を
目
指
す
と

い
っ
た
も
の
で
、造
林
と
森
林
活
用
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
が
、

そ
ん
な
中
に

〃苗
場
ふ
れ
あ
い
の
郷
づ
く
り
〃
の
公
募
で
、
平
標

山
近
く
の
国
有
林
内
に
分
収
育
林
を
兼
ね
た
、
総
区
域
七
十
八
診

の
別
荘
地
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
記
事
が
あ
っ
て
、
い

さ
さ
か
の
疑
間
を
感
じ
た
。

林
野
庁
の
運
営
が
独
立
採
算
制
と
い
う
ノ
ル
マ
を
負
わ
さ
れ
て

い
る
所
為
か
も
し
れ
な
い
が
、
国
有
林
の
伐
採
や
林
道
造
成
等
に

関
す
る
、
環
境
庁
と
の
業
務
協
定
は
果
し
て
円
滑
な
の
だ
ろ
う
か
。

我
が
国
は
こ
う
し
た
面
で
の
先
進
国
、
例
え
ば
カ
ナ
ダ
辺
り
の
自

然
保
護
施
策
に
学
ぶ
べ
き
点
が
、
多
々
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な

ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
苗
場
山
神
楽
ヶ
峰
の

「天
下
之
霊
観
碑
」
が
折
損

し
た
た
め
、
当
越
後
支
部
が
再
建
を
手
掛
け
る
こ
と
に
な
り
、
昨

夏
は
資
材
の
運
搬
作
業
で
何
回
か
現
地
へ
登
っ
た
が
、
完
成
の
目

途
が
つ
い
た
頃
、
再
建
の
実
行
委
員
長
を
お
願
い
し
た
室
賀
輝
男

県
山
岳
協
会
長
の
提
案
で
、
荷
上
げ
の
帰
り
は
空
身
に
な
る
の
だ

　̈
か
ら
、
神
楽

ス
キ
ー
場

の
ゴ
ミ
を
集
め
な
が
ら
下
山
し
よ
う
と
い

　̈
う
こ
と
に
な

っ
た
。
冬
は
美
し
い
白
銀

の
世
界
も
、
雪
の
消
え
た

は
零
下
四
〇
度
近
く
で
あ
っ
た
。

他
方
大
蔵
ら
カ
モ
シ
カ
同
人
冬
期
エ
ベ
レ

山
肌
は
無
味
乾
燥
で
、
派
手
に
着
飾
っ
て
滑
り
廻
る
ス
キ
ー
ヤ
ー
　
¨

の
姿
を
幻
の
よ
う
に
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
ポ
リ
袋
を
手
に
し
て

リ
フ
ト
周
辺
の
ゲ
レ
ン
デ
に
、
彼
等
の
残
し
た
ゴ
ミ
を
探
し
歩
い

た
。
下
の
芝
か
ら
五
合
目
の
和
田
小
屋
へ
下
る
ま
で
に
、
三
十
名

ほ
ど
の
参
加
者
が
拾
い
集
め
た
ゴ
ミ
の
袋
は
、
同
行
し
た
石
材
店

の
ニ

ン
ト
積
み
ト
ラ
ッ
ク
に
山
積
み
と
な
っ
た
が
、
こ
う
し
た
ゴ
ミ

処
理
は
全
国
各
地
の
ス
キ
ー
場
で
も
共
通
の
悩
み
で
あ
ろ
う
。
空

缶
や
ポ
リ
容
器
、
毀
れ
た
ス
キ
ー
部
品
等
が
散
乱
し
て
い
る
オ
フ

シ
ー
ズ
ン
の
現
地
を
、
ス
キ
ー
客
に
見
て
も
ら
い
た
い
も
の
だ
と

思
っ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
か
つ
て
は
撫
や
オ
オ
シ
ラ
ビ
ソ
の
見
事
な
原

生
林
に
覆
わ
れ
た
山
嚢
が
、
数
十
診
も
無
残
な
丸
坊
主
と
な
り
、

リ
フ
ト
の
ケ
ー
ブ
ル
が
縦
横
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
光
景
は
、

異
常
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
苗
場
山
麓
は
到
る
処
に
ス
キ
ー

場
が
造
成
さ
れ
て
、
宿
泊
施
設
を
は
じ
め
地
元
町
村
に
大
き
な
潤

い
を
も
た
ら
し
て
い
る
が
、
観
光
事
業
に
と
っ
て
、
山
の
尊
厳
は

一
顧
に
も
価
い
し
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

近
年
は
自
然
保
護
団
体
の
動
き
が
各
地
で
活
発
と
な
り
、
環
境

庁
も
そ
れ
な
り
の
施
策
に
腐
心
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
大
気

汚
染
や
水
質
汚
濁
の
防
止
と
い
っ
た
地
球
規
模
の
環
境
保
全
が
問

題
視
さ
れ
る
現
代
に
対
拠
す
る
た
め
に
は
、
環
境
庁
が
環
境
省
か

自
然
保
護
省
に
衣
更
え
を
し
て
、
さ
ら
に
強
力
な
行
政
を
展
開
す

べ
き
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、
登
山
者
や
ス
キ
ー

ヤ
ー
が
せ
め
て
協
力
で
き
る
こ
と
は
、
山
を
楽
し
む
者
の
良
識
と

し
て
、
自
分
の
ゴ
ミ
は
必
ず
持
ち
帰
り
、
山
を
汚
す
よ
う
な
行
為

は

一
切
や
ら
な
い
と
、
自
ら
を
戒
め
る
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。

（佐
藤

一
栄
）

ス
ト
登
山
隊
の
経
験
に
よ
れ
ば
、
Ｂ
Ｃ
で
の

気
温
や
気
圧
が
徐
々
に
下
っ
た
後
、
急
に
上

昇
を
始
め
る
と
、
そ
の
数
時
間
後
か
ら

一
日

後
位
の
間
に
、
頂
上
で
強
風
が
吹
き
易
い
こ

(11)
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と
も
判

っ
て
来
た
。
こ
の
よ
う
な
相
関
を
さ

ら
に
確
か
め
、
強
風
の
予
測
に
役
立
て
る
こ

と
は
、
強
風
の
実
態
を
知
る
こ
と
と
共
に
、

登
山
の
成
否
を
決
め
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を
な

く
す
上
に
も
極
め
て
大
切
で
あ
ろ
う
。

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
長
期
気
象
観
測
は
こ
の
よ

う
な
観
点
か
ら
、　
一
九
九
〇
年
よ
り
、
大
蔵

が
主
に
な
り
、
科
学
研
究
委
員
会
が
後
援
し

て
始
め
ら
れ
た
。

第

一
次
観
測
機
器
設
置
登
山
隊
は
大
蔵
を

隊
長
に
、
Ｔ
Ｖ
朝
日
の
資
金
援
助
に
よ
り
、

同
年
六
月
出
発
。
六
月
十
七
日
、
マ
ッ
キ
ン

リ
ー
デ
ナ
リ
パ
ス
上
部
に
あ
る
五
七

一
〇
口川

の
岩
峰
上
に
設
置
さ
れ
た
。
ビ
デ
オ
に
見
ら

口

０

・‐０

切

切

・４０

硼

切

刊
12′ 1401′ 11 四塑 0∽ 50∽ 3優ン3曜 翡

‖ONTH′DnY

マ7キンリー外気温度  (1991～ 1992)

09′21:0′ 191

図 1

れ
る
よ
う
に
セ
ン
サ
ー
は
四
本
の
ア
ン
グ
ル

製
支
柱
枠
上
部
に
セ
ッ
ト
し
、
こ
れ
を
径
二

、、ド
の
ワ
イ
ヤ
ー
十
二
本
で
ハ
ー
ケ
ン
に
よ
り

固
定
し
た
。
観
測
項
目
は
白
金
温
度
計
に
よ

る
外
気
温
、
プ
ロ
ペ
ラ
式
風
速
計
に
よ
る
風

向
と
風
速
、
雪
中
に
埋
め
た
記
録
装
置
の
庫

内
温
度
な
ど
で
あ
っ
た
。

翌

一
九
九

一
年
六
月
、
第
二
次
登
山
隊
が

大
蔵
を
隊
長
に
自
己
資
金
で
出
発
、
六
月
二

十
六
日
装
置
を
回
収
し
た
。
現
地
で
は
強
風

の
た
め
先
づ
ワ
イ
ヤ
ー
が
二
本
切
断
さ
れ
、

そ
の
後
固
定
用
ハ
ー
ケ
ン
が
二
本
外
れ
、
支

柱
枠
が
倒
壊
し
て
い
て
唖
然
と
し
た
。
し
か

し
帰
国
後
記
録
装
置
は

一
年
間
作
動
し
て
い

た
こ
と
が
判
明
、
ま
た
倒
壊
は
十

一
月
二
十

二
日
に
起

っ
た
こ
と
も
判
っ
た
。
ま
た
切
断

さ
れ
た
ワ
イ
ヤ
ー
は
突
風
が
い
ろ
い
ろ
な
方

向
か
ら
衝
撃
荷
重
を
受
け
た
た
め
の
疲
労
破

壊
で
あ
る
こ
と
も
判
っ
た
。
こ
れ
は
設
置
点

が
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
国
立
公
園
内
に
あ
り
、
固

定
法
に
制
約
を
加
え
ら
れ
た
点
に
遠
因
が

あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

図
１
は
年
間
外
気
温
を
示
す
も
の
で
、　

・５０

度
以
下
に
下

っ
た
日
は
十

一
月
か
ら
二
月
に

か
け
て
の
計
二
十
八
日
で
あ
り
、
最
低
気
温

は
二
月
二
日
午
前
七
時
の

・６０
度

（補
正
前

・５８

度
）
で
あ
っ
た
。
図
２
は
デ
ナ
リ
パ
ス
外
気

温

ａ＞
と
、
周
囲
の
三
測
候
所
に
け
お
る
ゾ
ン

10′η 11/〔B 11′ 17

‖針呵
・
H/1nY

a) マ丼ンリー外気温度 (測定周期30分 )

堅ン23

‖針呵トレDnY

10′21 11′ 18

図 2

・‐。

翅

刊

却

・５０

嘲

‐０

０

・‐０

０

刊

切

畑

切

1レ∞

温気外の
Ｍ
Ｍ

Ｐ

Ｐ

ス

ス
ジ

ク
ノ
ツ

ラ

ヾン

レ

グ

アノ
カ

エ
ン

マ

フ

ア

デ
に
よ
る
五
〇
〇
砧

（五
七
〇
〇
ド川相
当
）

の
気
温
り
と
を
比
較
し
た
も
の
で
、
相
関
は

い
い
が
、
気
温
の
値
は
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
の
方

が
低
い
。
こ
れ
は
観
測
高
度

（五
〇
〇
市
高

度
）
の
差
と
地
表
温
度
の
差
な
ど
に
よ
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。　
　
　
　
―
続
く
―

（中
村
純
二
）

二
月
定
例
理
事
会

二
月
十
三
日

（木
）
十
九
時
三
十
分
～

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

出
席
者
‥
山
田
会
長
、
藤
平
、
松
田
両
副
会

長
、
小
倉

（茂
）、
大
倉
、
大
森
、
重
広
、

小
倉

（厚
）
、
入
沢
、
穴
田
、
石
橋
、
伊
丹
、

藤
井
、
山
口
、
山
本
各
理
事
、
中
島
監
事
、

鴫
原
、
橋
本
、
西
村
、
斎
藤
、
湯
浅
各
常
任

評
議
員

委
任
‥
神
崎
、関
日
、片
岡
、
村
井
各
理
事
、

飯
野
監
事

〔審
議
事
項
〕

一
、
第
二
次
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
登
山
の
件

常
務
理
事
会
で
総
隊
長
は
山
田
、
隊
長
は

重
広
と
決
め
た
の
で
お
諮
り
し
た
い
。
副
総

隊
長
の
人
選
は
両
副
会
長
と
総
隊
長
、
隊
長

に

一
任
と
い
う
こ
と
で
お
願
い
し
た
い
。承

認

二
、
平
成
四
年
度
予
算
の
件

三
、
ア
ン
タ
ー
ク
テ
イ
ク
ウ
オ
ー
ク
隊
名
義

ｏ
会
務
報
告

(12)
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後
援
の
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

〔報
告
事
項
〕

一
、
募
金
状
況
　
会
員
‥
一
〇
五
八
名
で

一
九
、
三
二
〇
、
〇
〇
〇
円

企
業
‥
申
し
込
を
含
め

四
二
、
三
二
八
、
〇
〇
〇
円

二
、
画
家
の
後
藤
三
男
会
員
よ
り
新
し
い
山

岳
研
究
所
に
作
品

（上
高
地
か
ら
の
穂
高
）

が
寄
贈
さ
れ
た
。

〔一食
目貝
△
至
報
三
巳

一
自
然
保
護
‥
五
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日
に

一
自
然
保
護
全
国
大
会
を
京
都
で
開
催
。
六
月

十
二
、
十
四
日
は
Ｈ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｊ
と
清
掃
登
山

を
実
施
。

山
研
‥
地
鎮
祭
、
上
棟
式
、
落
成
式
を
行
う

予
定
で
あ
る
。
地
鎮
祭
は
四
月
二
十
六
日

（
日
）
を
予
定
。

女
性
懇
‥
八
月
二
十
九
、
三
十
日
に
全
国
女

性
懇
談
会
を
奥
多
摩
の
御
岳
山
で
開
催
予

定
。
テ
ー
マ
は
女
性
の
登
山
史
。

資
料
‥
三
田
幸
夫
氏
の
ア
ル
バ
ー
タ
の
写

真
、
お
よ
び
マ
ナ
ス
ル
事
務
局
日
誌
を
山
田

会
長
よ
り
寄
贈
を
受
け
た
。
島
田
巽
氏
よ
り

三
田
氏
旧
蔵
の
ア
ル
バ
ー
タ
の
手
紙
類
の
寄

贈
を
受
け
た
。

植
村
直
巳
記
念
館
建
設
に
先
だ
っ
て
本
年
四

月
初
よ
り
板
橋
区
役
所
で
展
示
会
が
開
か
れ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
協
力
依
頼
が
あ
っ
た
。

高
所
‥
二
月
八
日
に
報
告
会
、
総
括
を
行

っ

た
。
第
二
次
隊
の
隊
員
と
事
務
局
員
の
募
集

広
告
を
会
報
に
載
せ
た
。

〔入
会
承
認
者
〕

佐
藤
義
廣
氏
他
十
四
名
。

３

日

５

日

６

日

７

日

８

日

１０

日

１２

日

１３

日

１４

日

１９

日

２０

日

２１

日

18

日

総
務
委
員
会

青
年
部

科
学
委
講
演
会

「
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
の

気
象
」

Ｍ凶
童
星
貪
口貝
〈
〓

高
所
登
山
委
員
会

「
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル

ワ
総
括
」

総
務
委
員
会

集
会
委
員
会
、
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー

理
事
会

山
岳
史
懇
談
会

「
関
西
学
院
大
学
」

総
務
委
員
会

ビ
デ
オ
鑑
賞
会

三
水
会

女
性
懇
、
青
年
部
、
科
学
委
員
会

指
導
委
員
会

(2月 )

次
代
に
残
そ
う
美
し
い
山
と
漢

●

ル
‥
ム
日
詭

２４
日
　
資
料
委
員
会
、
シ
ェ
ル
パ
を
囲
む
会

２５
日
　
自
然
保
護
委
員
会２

月
来
室
者
４７５
名

会

員

異

動

２

月

（九
八
〇
七
）

（八
九
五
四
）

（
一
一
七
六

・
永
年
会
員
）

（九
四
〇
八
）
ｌ

ｏ
３１

（
一
〇
七
五
八
）↓
清
水
輝
和
子

退
　
会

山
同
陽

一

吉
川
仁
育

物

故

山
田
二
郎

宮
入
保
徳

改

名

清
水
治
美

山
研

ｏ
ナ
ム
チ
ャ
合
同
募
金
応
募
状
況

（二
月
九
日
現
在
）

（七
日
）
山
口
俊
輔

・
延
子
、
（五
日
）
大

橋
克
也
、
（四
口
）
上
野
英
世
、
小
田
員
道
、

金
井
健
二
、
奥
原
廣
次
、
（二
日
）
乾
好
、

陣
内
英

一
、
貝
森
健
治
、
高
橋
巌
、
高
田
允

克
、
杉
野
目
浩
、
大
西
康
郎
、
田
宮
京
子
、

岡
本
丈
夫
、
角
谷
允
孝
、
増
田
達
治
、
関
口

令
安
、
橋
目
茂
、
池
田
錦
重
、
（
一
口
）
赤

嶺
辰
男
、
安
田
範
明
、
高
橋
重
子
、
（
一
万

三
千
九
百
三
十
円
）
集
会

ｏ
総
務

・
女
性
懇

委
員
会

（累
計

一
千
七
十
四
名
、
三
千
八
百
九
十
五

・
六
日
　
一
千
九
百
五
十
四
万
八
千
百
二
十

九
円
）

こ
の
電
話
で

も
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す

◎
平
成
四
年
度
自
然
保
護
全
国
集
会

本
年
の
自
然
保
護
全
国
集
会
は
、
京
都
支

部

・
関
西
支
部
の
ご
協
力
を
得
て
、
次
の
通

り
開
催
い
た
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は

「山
の
環
境
破
壊
を
考
え
る
―

登
山
者
お
よ
び
各
種
開
発
に
よ
る
破
壊
を
如

何
に
く
い
止
め
る
か
―
」
で
す
。
自
然
保
護

活
動
に
、
積
極
的
に
取
り
組
む
意
志
の
あ
る

一
般
会
員
の
方
々
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
ま

す
。

期
日
　
五
月
二
十
三
日
（土
）
～
二
十
四
日

（
日
）

会
場
　
滋
賀
県
高
島
郡
朽
木
村
麻
生

朽
木

ｏ
朝
日
の
森
　
自
然
研
修
所

交
通
ｏ
Л
湖
西
線
安
曇
川
駅
下
車

集
合
　
五
月
二
十
三
日
十
二
時
ＪＲ
湖
西
線
安

曇
川
駅

（バ
ス
で
会
場
へ
）。

日
程
　
五
月
二
十
三
日

「朝
日
の
森
」
で
集

会
。
五
月
二
十
四
日
Ａ
コ
ー
ス
ｏ
朝

日
の
森
自
然
観
察
。
Ｂ
コ
ー
ス
ｏ
比

良
山
系
武
奈
が
岳
登
山

（交
通
費
別

途
要
）。

|

廼雰)3234-6659
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会
費
　
一
万
円
（
一
泊
三
食
、懇
親
会
費
等
）

申
し
込
み
　
宿
泊
予
約
等
の
た
め

一
般
会
員

・
支
部
会
員
と
も
五
月
十
五
日
（日
）

ま
で
に
氏
名

・
会
員
番
号

・
連
絡
先

・
生
年
月
日

（保
険
加
入
の
た
め
）

ま
た
、
山
行
希
望
等
を
記
入
し
ハ
ガ

キ
で
日
本
山
岳
会
自
然
保
護
委
員
会

へ
。
参
加
者
に
は
後
日
、
詳
細
案
内

を
送
り
ま
す
。
　

自
然
保
護
委
員
会

〇

一
九
九
二
年
越
後
支
部
親
睦
登
山

浅
草
岳
か
ら
鬼

ヶ
面
山
縦
走
と

山
菜
共
和
国
を
訪
ね
て

期
日
　
平
成
四
年
六
月
六
日
（土
）
～
七
日

（日
）

集
合
　
北
魚
沼
郡
入
広
瀬
村
大
白
川
新
田
五

味
沢

受
付
　
音
松
荘

（温
泉
有
り
）
六
日
午
後
三

時
よ
り
受
付

８
０
二
五
七
九
―
六
―
二
九
二
七

コ
ー
ス
　
七
日
音
松
荘

（バ
ス
）
＝
桜
尾
根

―
前
ノ
岳
―
浅
草
岳
頂
上
―
鬼
ヶ

面
山
―
六
十
里
越

（バ
ス
）
＝
大

白
川
解
散

費
用
　
一
一
〇
〇
〇
円

申
込
　
五
月
二
十
日
迄
　
日
本
山
岳
会
越
後

支
部
宛

〒
９５１
新
潟
市
営
所
通

一　
学
生
書
房

内

後
日
詳
細
の
ご
案
内
を
お
送
り
致
し
ま

す

。

担
当
　
山
田
　
勲

○
第
十
六
回
若
葉
会
山
行
の
お
知
ら
せ

本
年
の
若
葉
会
山
行
は
、
石
川
支
部
と
の

共
催
で
、
白
山
千
振

（ち
ぶ
り
）
尾
根
に
残

る
ブ
ナ
の
原
生
林
帯
を
歩
き
、
新
緑
の
ブ
ナ

の
風
情
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
計
画
で
す
。

千
振
尾
根
は
別
山
か
ら
派
生
し
て
い
る
尾

根
で
、
白
山
御
前
峰
を
北
東
方
向
に
眺
め
る

位
置
に
あ
り
ま
す
。

計
画
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
す
。

期
日
　
平
成
四
年
五
月
二
十
日
（土
）～
三
十

一
日
（日
）

行
先
　
白
山
千
振
尾
根

（ブ
ナ
の
原
生
林
を

歩
く
）

宿
舎
　
石
川
県
石
川
郡
白
峰
村

『御
前
荘
』

電
話
〇
七
六

一
九
―
八
―
三
二
二
四

集
合
　
五
月
二
十
日
（土
）午
前
八
時

『御
前

荘
』
に
集
合
。
東
京
方
面
か
ら
は
貸

切
バ
ス
一
台
仕
立
て
ま
す
。

食
事
　
二
十
日
・
昼
食

（弁
当
）
夕
食
懇
親

会
、
三
十

一
日

ｏ
朝
食
、
昼
食

（弁

当
）
を
用
意
い
た
し
ま
す
。

行
動
　
三
十
日

（土
）
午
前
九
時
御
前
荘
を

出
発
、
市
ノ
瀬
、
千
振
尾
根
往
復
。

午
後
四
時
御
前
荘
帰
着
。
懇
親
会
。

三
十

一
日
（日
）午
前
九
時
三
十
分
御

前
荘
を
出
発
、
白
山
麓
民
族
資
料
館

を
見
学
後
現
地
解
散
。

難
易
度
　
一
般
向

（尾
根
に
は
残
雪
あ
り
）

会
費
　
一
三
〇
〇
〇
円
（現
地
直
行
の
場
合
）

東
京
か
ら
バ
ス
利
用
の
場
合
は

一
二

〇
〇
〇
円
位
加
算
さ
れ
ま
す
。

申
込
※
現
地
直
行
の
方
は
左
記
へ
葉
書

（年

齢
付
記
）
で
申
し
込
み
の
上
、
会
費

を
お
振
込
み
下
さ
い
。

ｏ
織
田
伸
治
〒
九
二

一
金
沢
市
光
が
丘

二
丁
目
三
二
九
―
七
石
往
三
―
二

〇
四

電
話
〇
七
六
二
―
九
八
―
七
二
四
二

ｏ
郵
便
振
替
番
号

金
沢

一
―
二
五
〇
〇
九

日
本
山
岳
会
石
川
支
部

※
東
京
か
ら
バ
ス
利
用
さ
れ
る
方
は
、

山
岳
会
事
務
局
気
付
集
会
委
員
会
ヘ

葉
書

（年
齢
付
記
）
で
申
し
込
み
下

さ
い
。
詳
し
い
ご
案
内
を
お
送
り
し

ま
す
。

締
切
　
平
成
四
年
五
月
十
三
日
（水
）

バ
ス
は
四
十
五
名
を
も
っ
て
締
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
集
会
委
員
会

○
講
演
会
　
山
雲
の
機
構
と
分
類

（付
遭
難
気
象
）

平
成
三
年
二
月
、
山
の
気
象
研
究
会
会
長

の
大
井
正

一
博
士
は

「登
山
に
関
す
る
気
象

学
の
研
究
」
に
よ
り
第
二
十
七
回
秩
父
宮
記

念
学
術
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。
今
回
研
究
の
メ

イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
、
吊
し
雲
、
滝
雲
な

ど
の
流
体
力
学
的
な
説
明
や
山
雲
の
生
成
機

構
と
分
類
、
さ
ら
に
遭
難
気
象
に
つ
い
て
の

『山
岳
』
（
一
九
九

一
年
）
訂
正

・
九
〇
頁
下
段
五
行
日
　
芳
野
孝
郎
↓

芳
賀
孝
郎

・
二
〇
二
頁
上
段
二
行
目
　
能
楽
↓
農

学
、
同
六
行
日
　
山
田
登
↓
山
田
昇

・
二
五
〇
頁
上
段
五
行
日
　
本
田
宏
考

↓
本
田
宏
彦

ｏ
Ａ
二
九
頁
九
行
日

ｃ
ｏ
↓
ｃ
ｐ

同

一

一
一各
制
ロロ
　
　
ＯＯ
Ｃ
〓ヽ

〔卜●
９
‐）
ＯＯ
Ｃ
Ｐ鮎
●
〇
”

凛
５

，

同

一
三
行
目
的
Ｆ
性
①
覇
↓

的
Ｈ”
０
い①
『
∽

・
Ａ
三
〇
頁
二
四
行
目
のＯ
①
Ｏ〓
↓

∽
０
０
０
卜”
Ｈ

ｏ
Ａ
四
五
頁

一
八
行
日
　
武
内
亮
↓
竹

内
亮

・
英
文
梗
概
の
中
の
中
国
の
山
名
に
つ

き
ま
し
て
、
中
国
語
の
ロ
ー
マ
字
に
よ

る
排
音
表
記
か
、
英
語
発
音
に
よ
る
表

記
か
、
ど
ち
ら
か
に
統

一
し
、
そ
の
旨

を
注
書
き
す
べ
き
で
し
た
が
、
混
乱
が

あ
り
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

以
上
、
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。
　

　

　

『山
岳
』
編
集
委
員
会

解
説
を
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
話
し
て
頂
く
こ

と
に
な
っ
た
。多
数
の
ご
来
聴
を
歓
迎
す
る
。

日
時
　
五
月
八
日
（金
）

午
後
六
時
半
よ
り

八
時
半
ま
で

場
所
　
日
本
山
岳
会
ル
ー
ム

講
師
　
山
の
気
象
研
究
会
会
長
大
井
正

一
氏

(14)
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